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まえ が き

1 億を越す人口を抱えた狭いわが国土の約 7割を占める林地においては，森林のもつ多面的な機能がそれ

ぞれ十分活かされるよう，とくに心がけて施業が進められなければならないといえよう。

すぐれた林業地は全国各地に見られるが，地力の低いあるいは地力の低下した林地も広範囲に分布 してい

るし，また国土保全上重要な役割をもつ保安林は約 700 万山，なお風光明眉な景観を構成 し，国立公園，国

定公園，都道府県立 自然公園等として指定されているところも500 万h8以上に達 している。

わが国の，変化の大きい地形，地質，土壌あるいは気象，さらにほ多彩な植生などの自然的条件のもと，

また労働力の質的，量的低下などの厳 しい社会的条件のもと，これら林地の生産機能のほか，保全機能，そ

の他各種公益的機能の維持増進をはかっていくための調和のとれた施業の確立を目途とし，新たな検討と努

力が払われつつあり，試験研究 もこれらを対象とした課題にかなりな重点がおかれている。

本年度，四国支場において，これに関連する主要なものとして，本，支場を通 じて実施中の農林水産技術

会議予算による別枠研究課題「農林漁業における環境保全的技術に関する総合研究，森林の施業による生態

系の変動」のもとで，四国の針葉樹人工林について継続謁査を行ったほか，昭和50年度終了の技術開発課題

である「広葉樹施業法（その 2），海岸林における広葉樹導入林分改良」については， 瀬戸内海沿岸の花こ

う岩，安山岩を主な表層地質とする，雨量少なく，地力の低いアカマツ林地帯を代表する調査対象地として

選んだ高松営林署管内の屋島国有林において，得 られた試験調査結果に基づき，施葉上とくに考慮すべ き事

項について－一応取 りまとめを行った。

また新たに，関西支場，九州支場との共同によるプロジェク ト研究として，これまでに得 られた更新技術

に関する初期段階のものなどについての成果を基礎とし「人工林の非皆伐施業に関する研究」に着手すると

ともに，マツノザイセンチュウにともなうまつ類枯損教書地域に通するアカマツ，クロマツに代わる樹種に

ついて明らかにしていくための「まつ類枯損激害地域の更新技術」の課題にも着手 した。

ここに昭和50年度に四国支場が行った経常研究およびこれら共同研究の概要を年報として取 りまとめご参

考に供する次第であります。 ど批判，ど助言などいただければ幸いと存じます。

なお，試験研究を進めるにあたり， ど協力あるいはご援助をいただいている営林局，署， 林木育種場 ，

県，大学その他関係税関のかたがたに厚 くお礼申し上げます。

昭和 5 1 年 8 月

林業試験場四国支場長 森 下 義 郎
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経営 研 究 室 の 研 究 概 要

ー1 －

経営研究室の研究項 目は，大別 して森林資源の把握方法や林木の生長予測に関する研究と，林業の経営経

済に関する研究に分けられる。前者に属するものとしては，「森林の取扱方法による品等別収穫量の予想に

関する研究」，「外国産マツ類の導入試験」，「個別林分の生長要素の分析」，「マツ類枯損教書跡地の更新技術

に関する研究」があり，後者に属するものとしては，「林業生産の地域分析」がある。

「 森林の取扱方法による品等別収穫量の予想に関する研究」に関しては，これまで研究を進めてきた，ス

ギ人工林，ヒノキ人工林，スギ天然生林の林分の構造と生長に関する研究が，樹種別に固定標準地を設け，

これから得 られた単位面積当りの林分要素の分析と，これら各林分要素が取扱いの相違によって，どのよう

に変化 してゆくかを時系列的に追跡 し，各林分の主間伐時における収穫量の予想と，理想的収穫量を得るた

めの合理的施業法の解明を目的としていたが，本研究ではこれに加えて，主間伐等の各取扱時点における個

々の林木の品等の予測と，品等別収穫量の出現率を究明するものである。

「 外国産マツ類の導入試験」は，高知営林局との共同研究項目で，四国において比較的有望と思われる外

国産マツ 2種類（スラッシュマツ，テーダマツ）の造林，被害状態の把握，林分構造の推移と合理的施業方

法の解明を目的として，西条営林署の円山，須崎営林署の松の川道の川谷山，奈半利営林署の須川山で，昭

和36（1961）年度から昭和50（1975）年度にわ乍って，試験を継続実施 してきたが，昭和50（1975）年度を

もって共同研究は一応終了 した。

「 個別林分の生長要素の分析」は，個別林分の林分構造の各要素の分析 と，変動要因の解析を暫定資料に

より実施 し，とくに各林分別の樹高曲線 と材積曲線を決定づける定数，係数の分析と，時系列的変動の予測

法を研究するものである。

「 マツ類枯損激書跡地の更新技術に関する研究」は，まつくい虫により教書を受けた地域の跡地対策のた

め，関西，四国，九州の 3支場の共同研究として，由和50（1975）年度から新規テーマーとしてとりあげら

れ，当支場では土じょう研究室と共同で研究を進めることになった。

「 林業生産の地域分析」は，町村別の林業生産の実態と位置づけの明確化，および地域間の比較分析，各

地域の林業生産をとりまく地域特質の明確化，地域分析のための有効指標の探究を目的とするものである。

森林の取扱方法による品等別収穫量の予想

1 ．スギ人工林の構造と生長

1 975年度は魚梁瀬営林署管内にある酉又東又山スギ人工林収穫試験地の定期調査を行った。この試験地は

1 960年の設定で，試験地 内に間伐区と無間伐区があり，間伐区には1968年に第 1 回目の間伐が実施 されてい

る。今回の調査ほ第 5 回目であり，調査結果は表－ 1 のとおりである。試験地設定の際，面積等の関係で 2

試験区を同林分内に設定できず，隣接の 1年林齢の高い林分に無間伐区が設定されており，林齢の若い間伐

区は第 1回間伐前までは 無間伐区に比べて平均直径，樹高ともに小さかったが，間伐後は差がすくなくな

り，今回調査時にはそれらの両区間の差はほとんどなくなっている。 また，生立本数はhG当り間伐区 1，931

本，無間伐区 2，744 本となっている。材積は無間伐区の方が各調査時を通じて多い。 材積生長は，無間伐

区は1966～，68年の連年日工長量44Ⅱ子を頂点とし，つぎの1968～ り1年は24Ⅱ君に急激に低下しているが，間伐区

は1966～ ，68年の20Ⅱ要から間伐後の1968～，71年は29Ⅱfへと増大 しており，無間伐区と異なった材積生長の経
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表－ 1 西又束又山スギ人工林試験地調査表
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図－1 直径階別の直径連年生長量の推移
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図－2 直径階別の樹高遠年生長量の推移

過を示している。

つぎに，単木的な生長経過をみるため，直径階ごとの直径と樹高の連年生長量の推移を示すと図－ 1 ， 2

のようになる。

まず直径生長では，間伐区において間伐後の1968～ ，71年の直径生長が前期の1966～ ，68年の生長に比べて

上昇 したほかは，間伐，無間伐区ともに調査期間どとにそれぞれ前期に比べて全直径階にわたって直径生長

が低‾F している。これを試験区別にみると，間伐後は間伐区の分が無モ間伐区より直径生長が大きいことが認

められ，1968年以後ほ無間伐区の直径10cm以下のものの直径生長ほ年間 1皿m以下にまで低下 している。

樹高生長をみると，間伐区は直径16cm以上のものでは1966年以後は樹高生長に大きな変化はないが，14c皿

以下のものは調査時どとに生長が低下 し，無間伐区も下位の直径階のものの樹高生長が年数の経過とともに

急激に低下 している。1971年以後は樹高生長においても無間伐区は間伐区より生長が小さくなっている。こ

のように，林分の閉鎖が進むにつれて林分の中，下層階にあるものは直径生長とともに樹高の生長も大きく

低下 している。

佃間伐区は相対幹拒が1975年には 9．3 ％となっており，各単木の生長経過からみても相当過密な林分状態

となっている。今回の調査ではまだ比帆－i勺枯損がす くなかった（標準地内で3 本ノが，次回調査時にほかな

りの枯損がでるものとおもわれる。また間伐区も第 1回間伐後 7 年を経過 し，相対幹距11．6％となり，貨 2

回目の間伐が必要な状態となっており，1976年度中に第 2回 目の間伐を実施する予定である。

（ 佐竹和夫，吉田 尖，都築和夫）

2 ． ヒノキ人工林の構造と生長

1 975年度は高松営林署管内にある浅木原 ヒノキ人工林収穫試験地の設定後第 3回目の定期調査を行った。

この試験地は1965年の設定で，試験地内に取 り扱いを異にする 3つの試験区が設定されている。調査結果は

表－ 2 のとおりである。これによると，山当りの材積および材積生長量は生立本数の多い区はど，すなわち

Ⅲ・ Ⅱ・ Ⅰ区の順に多い。

つぎに単木の生長経過を検討するため，前回調査時から今回までに直径と樹高がどれくらい生長 したかを

各単木の平均で示すと図－ 3 のようになる。
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これによると，樹高ゐ場合は各区間に大きな生長の差はなく， Ⅲ区の生長がわずかに小さい傾向がみら

れる。これに対 して直径生長ではⅢ区とⅠ・ Ⅱ区間にはっきりした差がみられ，Ⅲ区は Ⅰ・ Ⅱ区に比べて5

年間の直径生長で全直径階にわたって 1cⅧ前後小さくなっている。Ⅲ区は生立本数がもっとも多く，この時
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点ですでに密度の相違による直径生長への影響があらわれているものと考えられる。

（ 佐竹和夫，吉田 実，都築和夫）

－5 －

る．スギ天然生林の構造 と生長

魚梁瀬営林署管内の千本山 小屋敷山試験地における，スギ天然生椎樹の発生消長に関する試験は，昭和

4 5（1970）年度より実施 し，毎月の植樹の発生消長について調査するとともに，毎年 1月に椎樹の樹高調査

を実施 してきた。昭和50（1975）年度も前年同様に調査した。

（ 佐竹和夫，吉田 実，都築和夫）

外国 産 マ ツ 類 の 導 入 試 験

1 961年 2月に高知営林局との共同試験で開始されたこの試験は，1976年 3月をもって終了することとなっ

た。

これまでの試験調査の結果は，逐一，当支場年報に報告 し，一般に関心が もたれると思われるような内容

については，日本林学会関西支部大会およびその他の研究発表の場で報告 した0

しかし，これらはいずれも試験調査の対象となった 3試験地の断片的な報告であり，これらの総合取 りま

とめのため，目下，その作業をおこなっている。

なお，風害により試験地としての換能を失った須崎営林署管内松の川道の川谷山試験地は別にして，西条

営林署管内円山試験地および奈半利営林署管内須川山試験地は，今後も試験地 として存続させたいと考えて

いる。

とくに，須川山試験地は，円山試験地のようにスラッシュマツの 1樹種でなく，この樹種とテーダマツの

2 樹種が植栽されて奉り，しかも1976年現在で林齢が22年に達 し，非常に安定 した林分となっているので，

今後の林分の構造と生長の推移に期待するところが大である。

（ 吉田 実，佐竹和夫，都築和夫）

個別 林 分 の 生 長 要 素 の 分 析

このテーマ！こついては，これまで高知営林局造林課の収集 したスギ，ヒノキ幼齢林の資料に基づき，四国

を5 ブロ ックに分け，各林分要素の生長傾向を比較検討 し，地域間の生長傾向を比較分析するとともに，各

標準地の直径対樹高曲線や，直径対材積曲線を計算 し，その適用実験式の定数，係数の検討をおこない，適

用実験式決定の要因解明を急いでいる。

さらに，1976年皮はスギ，ヒノキ幼齢林の本数分配曲線を検討 した。

1 ．スギ， ヒノキ幼齢林分の本数分配曲線

スギ，ヒノキ幼齢林分の資料（スギ 1969年収集，標準地数 676か所，ヒノキ 1970年収集，標準地数 706か

所）を用いて，林齢別直径階別本数分配曲線の算定をおこなった0

1 ） 現実林分の本数分配曲線

収集資料により現実の本数分配曲線を林齢別に算定 した。（表 3 ，4 ）
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2 ） 正規分布曲線

正規分布曲線を適用し直径階別本数を算定 し，現実林分より算定 した本数分配曲線と対比させ検討 した。

2 ．直径階別本数分配曲線の林齢別推移

1 ） ス ギ

林齢 7年生から19年生までのものについて，正規分布曲線の現実林分への適合の結果を，7 年生，10年生，

1 3年生，16年生，19年生について示すと， 7年生ではモー ドが直径 3 皿 に表われ，その本数ほ 665本で，分

布幅ほ 1～ 8 Ⅷの範囲を示 している。

ついで10年生の場合は分配曲線のモー ドほ直径 5 c皿に表われ，本数は455 本で，分布幅は 1～12c皿の範囲

を示 している。

1 6年生の場合の分配曲線のモー ドは，直径10c皿に表われ，本数は 240 本で，分布幅は1～18cmの範囲とな

る。

最後に19年生の場合の分布曲線のモードは，直径12cmに表われ，本数は185 本で，直径の分布幅も， 1～

2 2cm と増加 している。

以上のように，林齢の推移とともに，モードは小直径階から大直径階に移行するとともに，そのモー ドに

おける最多本数は次第に減少し，同時に直径の分布幅は増加 している。

2 ） ヒ ノキ

林齢 8年生から19年生の林分に適用 した正規分布曲線の現実林分への適合の結果をみると，林齢の推移に

ともなうモー ドの移行および最多本数の減少傾向は，スギの場合 と同様である。

しかし，ヒノキはスギに比べて直径の分布暗がせまく，したが って各モードにおける本数は多いという結

果が表われている。

（ 宮本知子，都築和夫）

林業 生 産 の 地 域 分 析

これまでは，徳島県の依頼により昭和47（1972）年度にほ，r木頭林業地域の林業振興に関する地域診断」

を，昭和48（1973）年度には，「徳島県中部地域の林業振興に関する地域診断」 を，昭年49（1974）年度に

は，「徳島県西部三好地域の林業振興に関する地域診断」を実施 し， それぞれ，昭和48（1973）年度から昭

和50（1975）年度にわたって，とりまとめ報告 してきた。

一一方，これらの地域診断と平行して，地域的特質を明確にするための各種指標を収集し，目下分析申であ

る。

（ 都築和夫，宮本知子）

デン ドロメ一夕ー F P 15型による直径と樹高の測定について

前年度ほ，本機の直径測定における測定誤差とその修正方等について報告した。（昭和49年度年報参殿）

本年度は，樹高測定における誤差とその修正方について検討するとともに，本機を用いて小林分の立木の

直径 と樹高を測定 し，それぞれの実測値との差，修正値と実測値の差を求めて，回帰直線の定数および係数
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の差の検定により，木板の信載性を検討 した。

1 ．樹革測定の輯鹿

本捜の樹高測定の精度を検定するため， まず，高層建築物を利用 し，実測により地上高5 m ，10 m ， 1S

m ，20m ，25m ，30m の各点を求めたのち，測定地点からの距離を12m ，15m ，20m ，25m ，30皿，35m お

よび40m と変化させ，デ ンドロメークーによる測定をおこなった。

その結果は，Sin ズ＊の値が大きくなると，実測値よりも測定値が小さくなることが判明した。すなわち，

高さ／斜辺 ＝Sin 又 は，距離一定の場合は高さが高くなれば大きくなり， また，

離が短かくなると大きくなる傾向がある。結果的には sin X の値が大きくなると，

に鮨率（選管表管軋×100）も大きくなる。
したがって，Sin ズ の変化に応じる誤差率の推定を次のとおりおこなった。

高さが一定の場合ほ，距

誤差は大きくな り，同時

実験式 y 一己dズむ y ＝ 誤差率 Ⅹ ＝ Sin ズ

1 0 g y ‡＝ 1．7 1 8 14 ＋ 2．2 14 1 5 10 g X … （1） R ＝ 0．9 74 7 7

木板で樹高を求める場合は，あらかじめ，測定対象木までの距離を本機で測定 しておいて，つぎに樹高の

仰角，僻角を測定して，次式で求ゆる。

樹高 三 距柾〔（仰角－1，000）＋（1，000一倍串）〕

この時測定 した sin ズ と樹高をもとに（1）式から誤差率を求め，測定樹高に誤差率を乗 じて誤差量を求め

る。

この誤差量を軋定樹高に加えることにより，修正樹高を最終的に求めることができる。

この修正樹高は，はぼ実測値に近似する。

2 ．立木測定値と修正値および実測の関係

構内のタイワンフウ見本林（面積 0．0143山，本数 36本，h8当り本数2，517本）で，木椀を使用 して胸高直

径，樹高を測定 し，それらをそれぞれの実測値および修正値と比較した。

なお，直径測定の場合は，樹幹の任意の 十方向を測定 して測定値を求め， 同時に同一方向を輪尺で測定

し，実測値 とした。

また，樹高測定にあたっては，測定するのに最もよい条件のもとでおこなった。

すなわち，現在の樹高は10m 前後であり，林分の地形はほぼ平坦で，地床植生ははとんどなく，また，測

定時期が落莫後の冬期であるため見通 しがよく，実測値，測定値とも調査地の条件に起因する誤差は少な

い。

直径および樹高について，実測値に対する測定値の回帰線と，実測値に対する測定値の修正値の回帰線を

求め，南回帰線の定数および係数の差の換定をおこなった（図－ 4 ，図－ 5 参照）。

その結果，直径の場合，係数においては有意水準 1％で有意差はなかったが，定数では有意水準 5％でも

1 ％でも有意差が認められた。

樹高の場合は定数，係数とも有意水準 5 ％で有意差が認められた。

つぎに，450線（実測値） と修正値の回帰線の南回帰線の定数と係数の差の換定をおこなった。 結果は直

径においても，樹高においても，有意水準 5 ％で定数係数いずれにも有意差は認められなかった。

＊） この sin の目盛は100度コー ドによる傾斜角 により表わされている。
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以上の結果，デンドロメーターの使用に当っては誤差量を推定 し，修正値を求め測定値を補正する必要が

ある。

この操作によりはじめて実測値との差は，理論的には認められないことになる。

（ 吉田 実）

造林 研 究 室 の 研 究 概 要

造林研究室の経常研究課題は大きく更新に関する研究 と保育に関する研究に分けられる。

更新に関する研究では「ヒノキ・ スギ採種林の施業」の課題のもとで，ヒノキおよびスギ採種林の結実を

量的・質的に向上させるための施業方法について研究をすすめてきたが，はばその目的を達 したので今年度

をもって終了しキ○

保育に関する研究としては「森林の保育に関する研究」の課題のもとで，下Xu・除伐の基礎的な事項を明

らかにするために 1．造林木と雑草木の相互作用，四国地方の ヒノキ林の物質生産に関する諸事項を明らか

にするために 2． ヒノキ林の一次生産，各種間伐方法に よる質的・量的生長を明らかにする ために 3．間

伐方法比較試験をそれぞれ実施 している。このうち，ヒノキ林の一次生産については今年度をもって終了す

る。

以上のi如 にゝ，－土じょう初究宴と共同で別枠研究「農林漁業における環境保全的技術に関する総合研究」

の中の小課題「森林生態系の実態調査」を針葉樹人工複層林と単層林との比較において実施 し，今年度をも

って終了 したが51年度よりは「四国地方人工林の土地利用 と管理方式」 という課題でひき続き研究をすすめ

る。また，技術開発課起として「広葉樹施業法（その 2 ）」として屋島におけるマツノザイセンチュウによ

る枯損跡地対策について調査をすすめてきたが今年度をもって終了する。さらにP L 研究として，本年度よ

り「人工林の非皆伐施業に関する研究」を開始した。

ヒノ キ・ ス ギ 採 種 林 の 施 業

ヒノキ・スギ採種林の結実を量的・質的に向上させ るための施業法を明らかにするために，愛媛県林試，

高知営林局と共同で，昭和46（1971）年度より実施 している。

試験地は松山営林署管内57林粧 に小鼓45年生ヒノキ林，同65林粧 に小姓72年生スギ林，宇和島営林署管内

了2林粧 は小斑69年生 ヒノキ林に設定されている。当初の計画をほぼ達 したので今年度をもってこの試験ほ終

了とする。これまでの経過ならびに結果は次のとおりである。

松山ヒノキ試験地 ：昭和46（1971）年度に残存本数をhαあたり300本，600本，900本の 3段階に間伐 し，

4 7（1972）年度より3 年間毎年各区に数本ずつジベレリン（150m g／本）処理，環状剥皮，ジベレリン（150

m g／本）・環状剥皮併用処理をおこない，処理木については翌年，各処理木の着果量が中庸と認められる立

木1本から球果を採取した。その結果は表 5 のとおりであった。

宇和島 ヒノキ試験地 ：昭和46（1971）年度に残存本数をhαあたり180本，360本，540 本の 3段階に間伐 し

たが，47（1972）年度に強度間伐区の半分が風害で倒伏し，さらに50（1975）年度にも風害でこの区は壊滅

した。49（1974）年度には各区から3 本ずつ50（1975）年度には各区から5本ずつ間伐の効果のみについて

みるため球果を採取 した。その結果ほ表 6 のとおりである。
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松山スギ試験地 ；昭和46（1971）年度に残存本数をh8あたり200本，400本，600 本の 3 段階に間伐 し，47

（ 1972）年度より3年間，各区に 400 m g／本，200 ふg／本，100 m g／本のジベレリン施用を数本ずつおこな

い，処理木にちいてほ翌年，各処理木の着果量が中庸と認められる立木 1本から球果を採取 した。その結果

ほ表 7のとおりである。なあ 弱度間伐区は47（1972）年度の処理時期に間伐木の搬出中であったために処

理で きなか った。

（ 安藤 貴）

表一 7 松 山 ス ギ 試 験 地 の 結 果

処理
間伐度合
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森林 の 保 育 に 関 す る 研 究

1 ．造林木と雑草木の相互作用

有効な下刈条件にづいて検討するため昭和46（1971）年度より実施 している。

今年度は，1971年 3月に窪川営林署管内に設定 した下刈方法別試験地におけるスギと妊草木の処理別の生

長量の逢いについて，最終調査（下刈 5 回目）を行った。処理は毎年試験区内を全刈 りする区，植栽木を中

心に斜面の上下 1 m をXuり払 う筋刈区および下刈 りをしない放置区の 3通 りである。調査方法はスギについ

ては，毎年地上20cmの直径，樹高を測定した。雑草木については，毎年下刈時に優 占種などの推移を観察す

るとともに，1975年 8月上旬にスギの板際を起点とする（50× 150）cIぱ の方形枠を全刈区，筋刈区ではそ

れぞれ 5 か所，放鞋区においては（100×150）cⅡfの方形枠 4 か所を設置 して，それぞれの枠内のシダ櫨物以

上の高等植物について，種どとに地際か ら20cmの層別にXUり取り，現存量を測定 した。雉草木現存量の測定

にさきだち，層別刈 り取 りを行った高さに対応する位置での相対照度を各層10点ずつ測定 した。スギに対す

る雑草木のカプリの影響を検討するため，スギの樹冠外縁部の斜面上下および左右の 4 方向について，地上

5 0cm と 150 cm の高さの相対照度を測定 し，スギの樹幹頂部の痛みについても調べた。その結果次のような

ことがわか った。

1 ） 全刈区における雑草木の優占種の推移は46年度，47年度年報で報告 したように，ペニバナボロギクー＞
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ヤクシソウ→ススキとなるが，放置区，筋刈区ではススキよりも木本類が優占種となる。

2 ） 5 年目の試験区内で観察された全種数ほ全Xu区61種，筋Xu区69種，放置区53種であった。草本類は仝

刈区に多 く，木本類は放置区に多かったが，種組成は各区とも大きな違いはなかった。しか し同じ種につい

てみると，処理によって現在量に大きな違いが認められた。

3 ） 雑草木現存皇は仝刈区，筋刈区，放置区の順に大きくなった。

4 ） スギの樹高生長は下刈方法を変えて もほとんど変わらなか ったが，地上20cmの直径の生長は，放置区

が3 年目以降になると，下刈区よりもかな り劣る。

5 ） スギの樹冠外縁部の相対照度ほ，放置区が極端に低 く，続いて筋刈区，全刈区の噸であったが，全刈

区と筋刈区との差はわずかである。

6 ） スギの樹幹頂部の欠損は，仝刈区では全 く認められなかったが，放置区でほ雑草木にたたかれるため

はとんどの個体に認められた。筋刈区では全Xu区と放置区との中間程度の被害状況であった。

一方，クスおよびナンキンハゼとスギとの混植試験についても最終調査を行ったが結果については検討中

である。

（ 谷本丈夫，官本倫仁）

2 ．ヒノキ林の一次生産

四国地方におるヒノキ林の生産構造・一次生産量など，物質生産に関する生態的持性を 明らかにし， ヒ

ノキ林保育の基礎資料を得るために1970年度より一連の調査がおこなわれそのとりまとめをおこ七ってき

た。これらの調査林分中，1973，1974年に調査 した林分に施肥（マル リンスーパー成木特別（22－10－10）

N 量 九α当り150k8）がおこなわれていたことか ら，本年度は施肥林分と無施肥林分について解析 した。 調

査の対象林分である施肥区は土佐地方 ヒノキ林林分収穫表で 2等地および 3等地にあたる林分であり，対照

林分の無施肥区は 3等地がとれず 2 等地のみである。これらの調査区はいずれも尾根筋に近い山腹斜面に位

置し，十分に閉鎖した49年生林分である。結果 ほ， 2等地の無施肥区の数値を 100 として，2・ 3等地の施

肥区の数値を指数であらわすと，地上部一次生産量はそれぞれ11S・ 148，幹材積生長量ほ113・ 134といずれ

も施肥区で高い数値を示 した。樹幹解析の結果ほ，上層木ほど肥効はいちじるしく，施肥後，年輪幅は広く

なって 3年 目にピークに達 し，その後下降するが 6 か年を経てもなお無施肥林分に比 して高い生産量の持続

がみ られた。また，材の強度と関係が深いとされている材の容積密度数の施肥による変化は，樹冠の申ほど

より上の幹材部で施肥前に比 し約 6 ％の低減がみとめられたがそれ以下の材部では変化がなかった。

（ 官本倫仁，谷本丈夫，安藤 貴）

5 ．間伐方法比較試験

下層間伐，列状間伐，択伐的間伐など，選木方法の異なる試験区の材積ならびに形質生長に及ばす影響を

明らかにすることを目的とする。今年度は1971年に香川県下の20年生ヒノキ林に前記間伐を実施 した 5年後

の調査をおこなった。

現存村境は無間伐区，下層間伐区，択伐的間伐区，列状間伐区の順に小さく，また 5年間の幹材積生長量

は下層間伐区，無間伐区，択伐的間伐区，列状間伐区の順に小さかった。

（ 宮本倫仁，安藤 貴）
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土じ ょ う 研 究 室 の 研 究 概 要

当研究室の経常研究業務は，森林土塊の生成，分類に関する研究と地力に関する研究に大別することがで

きる。

前者に属するものとして「低山地域の森林土壌」は低山地域に比較的分布面積が広く，土地利用上問題の

ある赤色系，黄色系褐色森林土や赤色土，暗赤色土について，生成，分類，特性把握の立場から研究を進め

ている。

後者に属するものとして「林地施肥の土壌および養分循環に及ばす影響」は施肥の直接効果と森林の形成

過程における施肥の役割を土壌，養分循環の面か ら研究を進めている。「 ヒノキ林の地力維持」は今年度が

最終年度であるが，今後に残された問題点もあるので来年度地力に関係 した新規課題のなかで漸次解決する

予定である。「林内植物の養分吸収」は今年度からの新規課題であるが，従来からおこなってきた育苗に関

する栄養生理的研究の手法も活用して林地の針葉樹，広葉樹の養分特性，吸収特性を明らかにするための研

究であり，地力維持，増進上の基礎資料とすることをね らいとしている。

農林漁業における環境保全的技術に関する総合研究のうち，「四国地方針葉樹人工林の実体解析」ほ，人

工林の取 り扱いの逢いによる生態系の変動を，土壌・養分循環の面か ら解析するために研究を進めている。

また，別の一課題である「家畜ふん尿の処理利用技術」は，今 日畜産公害として問題になっている家畜排泄

物を，廃材を利用 して処理する堆肥化の研究と，家畜排泄物木質堆肥の施用技術について研究をおこなって

いる。

技術開発試験「広葉樹施業法その 2」は，屋島国有林を中心 とした地域について土壌統による土壌図を作

製し，また各土壌統の性質を明らかにした。この研究は今年度で終了 したので，これまでの成果をとりまと

めて報告 した。

今年度から 3か年計画で科学技術庁の特別研究調整費による「結晶片岩地帯地すべりの発生機構に関する

総合研究」に参画することになった。この研究は農林省，通産省，科学技術庁の4 研究扱閑にまたがる総合

研究であり，当研究室も地すべり地の植生，土壌学的研究項 目を担当して初年度の研究に着手した。

プロジェク ト研究「まつ類枯損激書跡地の更新」は経営研究室 と共同で今年度から着手し，愛媛県東部の

スラッシュマツ，テーダマツ造林地の土壌調査をおこなった。

高知営林局か ら依頼された「千本山保護林の調査」は昨年に引き続き土壌の精密調査をおこなった0

香川県から依頼された「市町村別土地分類調査」については仁尾，寄島，玉野 3図幅の林地土壌調査をお

こない，土壌図を作製して報告 した。

低山 地 域 の 森 林 土 壌 に 関 す る 研 究

四国地方の低山地域には，褐色森林土，赤色糸，黄色系褐色森林土，赤色土，暗赤色土等が分布する0 こ

のうち赤色系，黄色系褐色森林土については，今次の新 らしい林野土壌分類において褐色森林土の亜群とし

て区分され，その出現様式，断面形態等について分類基準が確立された。しかし，これらの土壌の諸性質に

っいては，まだ不明な点が多い。このような土塊の生成ならびに分類についての問題点を解明する一助とし

て，黄色系褐色森林土，低海抜地域（暖帯性照葉樹林帯）の褐色森林土，ならびに，これらと対比するため

の高海抜地域（ブナ帯）の褐色森林土の22断面の土壌について，土壌の遊離酸化鉄の形態を分析検討 した0
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その結果，土壌の遊離酸化鉄の活性度は高海抜地域の褐色森林土で大きく（＞0．5），次いで低海抜地域の

褐色森林土（＜ 0．5），黄色系褐色森林土では最も小さい値を しめす傾向がみ られ，とくに黄色系褐色森林土

のB 層では，赤色土に近似した値（＜ 0．2）をしめした。 つぎに遊離酸化鉄の結晶化指数は，黄色系褐色森

林土では褐色森林土にくらべて大きい値（＞0．5） をしめす。 褐色森林土では低海抜地域のものほ高海抜地

域のものより全般的に大きい値をしめす傾向がみられた。

活性度と結晶化数指の関係を永塚（農技研報B 26，1975）の表示にならって図－ 6 にしめす。図にみ られ

るように各土壌の分布領域はかなり判然と異なっており，これを永塚の分布領域にあてはめてみると，褐色

森林土の商港抜地域の土壌は褐色森林土に，低海抜地域の土壌は彼らのいう黄褐色森林土の分布領域にその

大部分が相当し，黄色系褐色森林土は赤色土の分布領域に入 っている。
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図－6 各土壌の活性度 と結晶化指数の分布領域

1 ．0

以上の結果から褐色森林土の遊離酸化鉄の形態は，高海抜地域の温帯林下の土壌と低海抜地域の暖帯林下

の土塊では明らかな相違がみられ，これらの両地域の土壌では，それぞれ異なった土壌生成がおこなわれて

いる可能性が考えられる。

赤色系，箕色系褐色森林土は，赤黄色風化と同様の風化をうけた母材が移動混合 し，それに現在の生物一

気仮条件 による土壌生成が進行 しつつある土壌と考えられているが，ここで供試 した黄色系褐色森林土は前

述のようにB 層では赤色土に近似 した形態をしているのに対 し，A 層では低海抜地域の褐色森林土に類似し

た形態をしめしており，表層では現在気候下での土壌生成作用が進行しつつある可能性がうかがわれる0

（ 佐藤 俊，井上輝一郎，岩ノーl雄幸）
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林地施肥の土壌および養分循環におよぽす影響

本山営林署管内中の川連続施肥試験地は，今年度で16年生に達 した。最近 3～ 4年間の樹高，胸高直径生

長経過を，50年度全国肥培 コンクール入賞林分の成績 と比較するために図－ 7 ，8 を作製 した。同一林令ど

とに比較 してみると，スギ，ヒノキとも施肥区は入賞林分に匹敵するすぐれた生長経過をたどっているが，

とくにスギの樹高，胸高直径とヒノキの胸高直径生長が，15年目からより旺盛な生長を しめしていることが

注目される。

（ 佐藤 俊，岩川雄幸，吉田桂子）
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林分と試験林分との比較（スギ）
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林分と試験林分との比較（ヒノキ）

ヒノ キ 林 の 地 力 維 持 に 関 す る 研 究

1 ．ヒノキ林の養分含有量調査

ヒノキ壮令林分について林木，下層植生，A o層，土壌におiナる養分量の分布，ならびに立木密度，下層植

生と A o 層量の相互関係を知るため，窪川営林署管内，森が内山国有林で 2 か所の林分について調査をおこ

なった。調査林分の概要は，表－ 8 のとおりである。

雨林分の A o 層の乾物量は，P3 が 8．1 t／ba，B 3 が 5．1 t／ha と計算されたが，枝を除 く落葉に由来する

A o 層 （ L ，F 層） はそれぞれ 4．3 t／ha ，2．6 t／h a であった。 ヒノキ林における A o 層は， スギ林のそれ

にくらべてきわめて少ないことが既往の調査で明らかにされており，これはヒノキの落葉が落下後細かいリ

ン片状になり，雨水の地表流下によって比較的移動流亡 しやすいためと考えられている。前回の調査で，ヒ
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ノキ壮令林におけるA o 層の堆積量は，下層植生の多少と関係があり， これは下層植生 （広葉樹） の落葉

が， ヒノキの リン片状の落葉の涜亡を防止する役割を果 しているものと考えた（昭和47（1972）年度年報参

照）。 今回の調査結果でも表－ 9 にしめす下層植生の多い P 3 の林分ほ，下層植生の少ない B きの林分にく

らべて A o 層の堆積量が多 く，前回の調査結果 と同様の傾向がみられた。

つぎに林木，下層植生， A o 層，土壌の養分含有量および生態系内での養分分布を しらべた。その結果を

表－10にしめす。仝 N ，P ，K は大部分が土壌中に存在 し，A o 層や下層植生には1 ％以下，林木地上部に

はN ，P は4 ～10％，K ほ 1％程度が分布している。 しかし土塊中の有効態 P ，置換態K についてみると，

土壌中の含有量ほ少な く，その分布率はP は土壌中に 17～23％，林木地上部に 65～78 ％となり，K では土

壌中，林木地上部ともはば同率の分布をしめしている。

表－ 8 調 査 地の 概 要

方位

傾斜
林齢 土壌型

＊

立木本数

P I

B ‡

＊

N 750 E 350

N lOOw 340

造林研調査

5 0

5 0

B D（ d ）

B c

遡
1 4 3 4

3 19 2

＊

平均樹高

m

1 7 ．8

1 3 ．了

＊i Ao層
平均直経

芸I L，F l 枝

2 2 ．2

1 4 ．9

4 3 3 0

2 6 1 0

3 7 8 0

2 5 5 0

k 8／山

計

8 1 10

5 1 60

真一 9 地 上 部 の

ヒノ キ

菓l 枝

P き

B き

1 2 ．8

1 1 ．4

2 0 ．4

2 2 ．2

乾物 量

t ハ氾
＊

幹l地上部計

下層 植 生 t ／山

葉l 枝 幹t地上部計

1 7 9 ．6

1 7 1．6

＊造林研調査

2 1 2．8

2 0 5 ．2

2 ． 7

0 ．7

表－10 森 林 生 態 系 に

黎有
効
態

鞋

換

態

今上
N

P ℡O s

おけ る 養 分 分 布
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1 ．4

三三上L＿与＿＿＿▼＿＿里＿L一町史空
P き

B 3

，P さ
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M g O
P き

B き

9 ．2

2 ．8

t 下 層 植 生 i 林 木 地 上 部

k 8／hα （％） l k8／hα＿（％）
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2 ． ヒノキ林の林齢と土壌

森林の伐採および次代造林の成林が土壌におよぼす影響を明らかにする目的で，昭和45（1970）年度にヒ

ノキ人工造林地の植栽当年， 5 年，10年，15年，20年，25年，30年，40年，50年生の林分にそれぞれ 3 か所

の調査地を設定 し，林分詞査，土壌調査をおこない，林齢 と土壌変化の実態を把握 した。本年度は上記の同

一調査地 について第 2 次調査をおこない各林齢における4年間の土壌変化を調査 した。土壌分析は目下分析

継続中である。

この研究は，ヒノキ林における地力変動の実態を知る目的で昭和45（1970）年度に着手し，本年度で一応

実態調査は終了する。結果は目下検討中であるが，今後に残 された問題点として，地力に影響をおよぽす個

々の因子と，それが地力変動に影響を与えるメカニズムについての解明が必要である。

（ 井上輝一郎，岩川雄幸，吉田桂子）

林内 植 物 の 養 分 吸 収

現地試料についての調査のため，蛇紋岩地域 とその周辺部の土壌及び植物採取をおこなった。これらの分

析ほ未完である。

また霧新栽培実験を，スギ・ ヒノキ・ヤマモモ・ ヒサカキを対象 とし，櫨物種とカリ・石灰・苦土 3成分

の括抗作用の比較を主としたねらいでおこなっている。実験計画は下記の通 りであるが，まだ収穫時期に達

していない。

実験 計 画 （m ．¢）

要因 】第 1水準l第 2

1 N

2 K 20

3 C a O

4 M gO

1

1 ／ 8

1

1 ／ s

3

2 ．1／8

3

3

P 20 s O．5m．¢11．8ppm

F e 2．Op pm A12．2ppm

なお，pH と養分吸収， チ ッ素濃度と養分吸収な

どの関係についても検討を進めるため，下記の計画

で霧耕栽培をおこなっているが，収穫時期に達 していない。

実験 計 画 （m ．e）

要 竪」聖上空撃‡型
1 N

2 酸の種類

3

4 pH

注．

1

クエン酸

4 ．5

水準桓
3

硫酸

5 ．0 5 ．5

P 丑0 5 0 ． 5 m ．e l l ． 8 p p m

K 乏0 1 ． 1 6 m ． e 5 4 ． 9 p p m

M g O O．5m．¢10．1ppm

C a O lm．¢28ppm

F e 2．Oppm A 1 2．2p pm

4 水準 要

6 ．0

実験 計 画 （m ．e）

因桓1水準桓2
1 N

2

3 P 20 5

4 K 20

4

1 ．0

2 ．0

0 ．2 5

0 ．3 3 4

3 水準【第 4水準

M gO O．5m．elO．1ppm

C a O l m ．e 28p p m

F e 2．Opp m A 1 2．2p pm

（ 横田志朗，岩川雄幸）

0 ．5

C l

Ca

「筒　 「N吉村

84
ppm

28
ppm

i3 9 5 1

M 64ppm
14 10 6 2

M g 4ppm

15 11 7 3

lも 12 名 4

ちO l l K 20

・ L－ 102pp
ppID
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保護 研 究 室 の 研 究 概 要

一2 1 －

保護研究室の本務は古畑および林野に発生する病虫鳥獣害に関する試験研究を行うことである。しかし，

最近では時代の要請に応 じ，野生鳥獣の保護増殖に関する研究業務をも分担するようになった。

昭和50（1975）年度における保護研究室のもっとも重要な研究テーマは「マツ類材線虫の防除に関する研

究」であった。いわゆる「まつ くいむし」の主因であるマツノザイセンチュウの四国における分布や生理 ・

生態，マツノザイセンチュウを運ぶマツノマダラカミキリの四国における生活史や習性等に関する研究が行

われた。詳しい結果は本年報後半の「共同試験」の中に記載されている。なお，この研究は本年度をもって

終了 した。共同研究の「空中写真によるまつくいむし被害防除技術の確立」に関する研究は昭和49（1974）

年度で終了した。

病害 に関する研究テーマほ「暖地における林木病原体の生理・生態」である。その一部としてスギ赤枯病

菌の四国における特性を研究 している。昭和50（1975）年度には，この菌が土の中に落ちた後どのような消

長を示すかを調査した。また，愛媛県の瀬戸内海側のヒノ車高齢林に発生 した幹 ぐされの原因についても調

査した。

虫害に関する研究テーマほ「おもな害虫の生態調査」「マツカレハの個生態」および「天敵微生物による

被害防止法」である。「おもな害虫の生態調査」は四国に発生 したおもな森林害虫の生態調査およびその防

除を目的とするものである。昭和50（1975）年度においては，愛媛県久万地方に発生中のみがき丸太の斑点

状被害の原因の究明および防除法の検討，徳島県三好町に発生 したヒノキの枯損の原因調査などを行 った。

なお，この研究は本年度をもって一応終了とした。「マツカレハの個生態」の研究においては，高知産マツ

カレハの継代飼育，高知産×他県産および徳島産マツカレハの飼育経過に関するデータ集めを行った。また

今まで同様，支場内に設置した螢光誘が灯を利用して，高知におけるマツカレハの野外の発生消長を調査 し

た。「天敵教生物による被害防止法」に関する研究は特別会計の技術開発研究費によって行われたものであ

る。本場浅川実験林の天敵微生物研究室および本場保護部昆虫第 1研究室と共同で，松山営林署管内大谷山

国有林に発生 したマツカレハに対 し，昆虫寄生性バクテリアの 1種（B t菌），マツカレハの細胞質多角体

病ウイルス（C P V ），および これらの混合したものを空中散布 し，その効果を比較 した。 ただ し，本研究

は単年度で終了した。

歓喜に関する研究テーマは「野ねずみの生態」調査である。今まで同様，四国せきりょう山脈南面の標高

約1，000m および約 500m の地点において，毎月一定方法によって野ねずみを掃殺 し，それらの種類，雌雄

別，成，亜，幼獣の割合，生殖期間，胎児数などを調査した。また，営林林局および徳島，本山，松山の 3

営林署と共同で，造林地における野ねずみの発生消長を調べた。

野生鳥獣の 保護増殖に関する研究テーマは「野生鳥獣の保護増殖に係る休系的調査法の開発 に関する研

究」である。この研究は環境庁から依頼 され，本場および北海道，東北，四国，九州の各支場で分担 して行

うものであるが，当研究室では照葉樹林とくにホル トノキ群落の天然林における小鳥類の繁殖期における生

息数調査法の確立に取り組むこととし，清水営林署管内，足摺山国有林において，試験地の整備，二，三の

予備的調査等を行 った。
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暖地における林木病原体の生理・ 生態

1 ．スギ赤枯病菌の土 じょう中における消長

目的 ：スギ赤枯病菌の分生胞子は雨をともなった風によって飛散 し，病害を広めていく。しかし，それら

のかなりの数のものほ地上に落下し，あるいは地中に埋没するであろう。地中に埋没 した分生胞子はどのよ

うな消長をたどるのであろうか。また，赤枯病にかかった葉の中にほ地中に埋没するものもあるだろうが，

それ らが再び地上に現われた場合，新 しい伝染原 となるであろうか。すなわち，分生胞子を再形成する能力

を持っているであろうか等の点を知るのが目的であった。

方法 ：分生胞子の土じょう中における消長を知るための実験は次のように行った。スライ ドグラスに両面

粘着テープをはり，その上にスギ赤枯病菌の分生胞子を落した。スライ ドグラス全休を腰高シャーレに入れ

た土の中に埋め，シャーレ全休を 250c の定温器内に静筐した。半月および 1 か月後，スライドグラスを取

り出しテープ上面の土を流水で洗った後，分生胞子の状態を顕微鏡で観察 した。

土中に埋めたスギ赤枯病 り病稟の分生胞子再形成能力の有無を知るための実験は次のように行った。分生

胞子形成能力の強いスギ赤枯病 り病莫を 1枚ずつ枝から切り離 し，流永で洗 った後スライドグラスの端に固

定した。このスライドグラス全休を腰高シャーレに入れた土の中に埋め，シャーレ全体を 250c の定温器に

静賢した。半月および 1 か月後スライ ドグラスを取り出し，り病葉を切り離 して水洗後， それらを250c ，

空中艶度 100％ の状態に静置した。 2～ 3 日後，それらのり病葉上に分生胞子が形成されているか否かを調

査した。

結果 ：（表一11～12参照）

表－11．土 じょう中に埋めたスギ赤枯病菌分生胞子の消長（250 c ）
肝一一 耶 W 一一一－ －一一－－一－ ・－■■－－－－Ⅶ 一一－ －－－－－ －－－－▲－一一－・－－－ －－－－－－－－－－ － － －・・・・・・・－－一岬 ・・・・・・・・・・・－ ・・・・・－ ・・ －－▼■■】 ‾■■・■・■1一－■－■■■－▲■－ ▲■■‾■‾ ■】 ■■■■」■■■■■■■■二■■‾ ▼－‾‾‾‾▼▲■■■■■■■‾ ▼‾ ‾l ヽ
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分生 胞 子 の 状 態

少数発芽，大多数変化なし
〝〝

〝〝

分生胞子のまわりの生物相

寄生 性 線 虫 非寄 生 性 線虫

＋

＋

＋

＋

＋

＋
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一カ

l

1

2

3

4

5

6

7

8

9

一

I

1

2

3

〃

〃

〃

…l

＋

＋
＋

土じょう中に埋めたスギ赤枯病 り病葉上における同菌の分生胞子形成（250c ）

子座
の

有無

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

新

一

＋

一

‾香垂胞字面
＿車無＿－．¶
古

＋

一

＋

＋

＋

一

新

供試 薬 上 の

糸状 菌

＋

＋

＋

生物 相

寄生性
線虫

C んd g細別f以∽ 多 し

C ゐ丘gわ椚‡〝∽ 多 し

同上

同上

C ムdg紬桝f〟〝I，P g如 Jo如 多し

C ムd gねm わ‘桝 多 し

アg∫fdわfgα多 し

十

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

非寄生性
線虫

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋
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1 ）土中に埋めた分生胞子の中には発芽 しているものがあった。しかし，それらは小数で大多数のものは

変化しなかった。

2 ）土中に埋めたスライドグラスの両面テープ上の分生胞子のまわ りにほ，線虫が認められた。

3 ）土中に 1 か月埋めた赤枯病り病葉には，分生胞子は再形成 されなかった。

4 ）それらのり病葉中にもこ種以上の線虫が検出された。

2 ）および 4 ）に書 いた線虫の中にもしスギ赤枯病菌の菌体をエサとして利用するものがあるならば，ス

ギ赤枯病菌の土 じょう中における生存はそれらによって阻害されるであろう。

（ 寺下降喜代）

2 ． ヒノ車高齢林の地際部腐朽調査

目的 ：愛媛県下瀬戸内海側の ヒノキ造林地（71～77年生）の択伐か所に，地際部の心材腐朽が発生 してい

たので，その原因，発生に関係する条件，防除対策などを探求した。

方法 ：昭和50（1975）年10月，京都大学農学部赤井重恭名誉教授指導の下，現地語査を行い，腐朽の発生

状態，伐倒木中の腐朽発生木の割合，発生場所の立地条件などを調べた。また，腐朽菌の分離，培養をも試

みた。なお，腐朽発生場所は愛媛県新居浜市の東南部，東赤石山」の北側斜面である。

結果 ：（真一13参照）

表－13．ヒノキ高齢人工林の心材腐率（伐根調査による）

調査 場 所

標 高（m ） l 方 位 l 傾 斜（ 0）

9 7 5 ′〉 1 ， 0 0 0 W 4 2

32′〉 4 0

調査 本 数

l

腐朽 率（％）

1 0 0 】 2 1

9 5 】 4 6

1 ）腐朽は多 くの場合心材腐朽で， 地上 2 ～ 3 m の 高さまで，地下では 1 m 程度の深さまで 広が ってい

た。

2 ）伐板断面によって観察 したところによれば，腐朽は偏J亡J的であることが多かった。

3 ）ある時期をすぎると腐朽菌は死滅 し，腐朽の進行が停止 していることが多かった。

4 ）若齢林分（18年生）において，枯枝のつけ根から侵入 したと考えられる腐朽例 もあった。

5 ）腐朽菌としてキンイロアナタケ（ア∂r才α∫〟みdCfd α）およびコウヤクタケ科（C orJJcねcgαg）に属す

る一一種の菌が分離，培養された（菌の同定は林試本場菌類研究室による）。 なお，後者の菌は 4 ）に述べた

腐朽に関係のある菌であると考えられた。

（ 寺下降喜代）

おも な 害 虫 の 生 態 調 査

1 ．スギみがき丸太の傷の原因と対策（愛媛県林試 との共同調査）

今までの調査で，セミ類の吸汁跡が傷の原因となる可能性が大きいと考えられたので，スギ苗木を用いて

簡単な吸汁実験を行った結果，アブラゼミ，ツクツクボウシ，ヒグラシとも同様な傷ができることが確認さ

れた。
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2 ．ヒノキの枯死原因の調査

徳島県三好町の ヒノキ13年生の肥培林（枝打ちと施肥を過去 5 年間にわたって実施，平均樹高10．48m ，平

均胸高直径12．6cm）に，1974年頃から30本 ぐらいの枯死木が発生 していたので，枯死原因の調査を行った。

生立木の幹の表面 から樹脂の流出が多 くみられ，また生立木と枯死木を伐採し，剥皮調査 したところマスダ

クロホシタマムシの加害がみられたので，生立木の皮下又は材内における新成虫，蠣，幼虫について調査し

た。なお表面からの樹脂の流出しているか所には，本種の加害跡がみられた。また枯死木の皮下，材内にほ

多数の木種の幼虫，嫡，新成虫，脱出した跡がみられた。以上のことから，本種の加害もヒノキの枯死に対

してなんらかの影響を与えているのでほないかと思われたが，枯死原因を明らかにする ことはできなかっ

た。これと同様な被害が，ほかの所でもみられるようであるので，今後各地の被害を調査 し，枯死原因を明

らかにする必要があると思われる。

（ 越智鬼志夫）

マツ カ レ ハ の 低 生 態

四国地方におけるマツカレハの生態を明らかにする目的で，主として常温飼育室内で個体飼育をおこなっ

ている。

1 ．室内飼育 による調査

1 ）高知産継代飼育

昨年に引き続き越冬後の調査をおこなった（昭和49年（1974）年報参照）。

a ）F 与（ 7 月下，8 月上旬ふ化，一部年内羽化， 6～ 8 齢越冬）

7 ，8 齢の越冬時休重 1 8 を越 した個体は早い時期営繭（ 4 月中旬）， 羽化（ 5月下旬） した。 残 りほ 2

～3 回脱皮で終齢になったが，営繭にいたらず死亡 した。

b ）F¢（10月上旬ふ化，3 ，4齢越冬）

4 齢越冬の一書馴ま4 回脱皮で営繭，7 月下旬羽化 した。他は 3 ，4 回の脱皮で終齢になったが営繭にいた

らず死亡 した。

C ）高知（10月下旬ふ化， 3 齢越冬）

1 頭 2齢で越冬 した個体がみられたが，これは越冬中に死亡した。一部は 4 回脱皮で営繭，7 月上旬羽化

したが，多 くは 3 ，4 回脱皮後終齢で死亡した。

2 ）高知産×名古屋産の経過

a ）F 2（ 7 月下旬ふ化， 6 ，7 齢越冬）

6 齢越冬は 3 回，7 齢越冬は2 回脱皮で終齢に達 したが，宮前にいたらず死亡 した。

b ）F 8（ 7 月下旬ふ化， 6齢越冬）

3 回脱皮（終齢）で死亡 した。

3 ）愛嬢産の経過

a ）F き（ 7 月中旬ふ化， 6～ 8齢越冬）

6 齢越冬は 3 回， 7 ， 8齢越冬は2 回でそれぞれ終齢に達 したが，すべて死亡 した0

4 ）高知×名古屋×松山産の経過

a ）Fl（ 7 月下旬ふ化，6 ，7 齢越冬）
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6 齢は 3回，7 齢は2 回の脱皮後（終齢）すべて死亡 した。

5 ）高知×香川産の経過（ 8 月中旬ふ化， 5 ， 6 齢越冬）

5 齢の 1頭は 3回脱皮後 6 月中旬営繭した（羽化せず）が，他は5 ，6 齢 とも3 回脱皮後（終齢）死亡 し

た。

以上，本年は多 くが終齢時に死亡したため最終的な結果についてはつかめなかった。なお，高知産の絶代

飼育も6 代目で終了 した。

6 ）徳島産の経過

昨年越冬幼虫を採集 したものの，越冬後から羽化までの脱皮の経過ほ，50％ 日でみると，第 1 回 4月 8 日，

第2回 4 月22日，第 3 回 5 月13日で， 2 回脱皮で営繭 したものが 5 頭みられた。 羽化期は 7月上旬 であっ

た。ここではハイイロハ リバエの寄生が多く，越冬幼虫308頭中135頭（43．8％）寄生されていた。

a ）F l（ 7 月中旬ふ化）

2 00頭の個体飼育をおこなった。越冬は6 齢，7 齢がそれぞれ半数であった。 越冬中の体重は，平均で 6

齢170m g， 7齢240m gであった。

2 ．蛍光誘が灯による野外の発生消長調査

本年は都合により7 月上旬までの資料はないが，最終飛来ほ10月 8 日であった。また 9 月上旬に飛来のな

いのも昨年と同じであった。

（ 五十嵐 豊）

天敵 微 生 物 に よ る 被 害 防 止 法

松山営林署管内大谷山外 2 国有林で異常発生 していた マツカレハの越冬明け幼虫を対象にして放生物を

1 50．92hGに空中散布を行い，防除効果を多角的に検討 し，教生物による害虫防除技術開発のための資料を得

る目的で，浅川実験林天敵微生物研究室，本場保護部昆虫第 1研究室と当支場保護研究室の共同試験として

実施 し，当支場では現地での調査を分担 した。

1 ．散布 した微生物と圭

C P V 区 ：D C V （1011／山，43．61hα），ちT 区：（300倍，55．6b ），混合区：D C V （101ソh8）＋

B T ，51．71hα，対照区，散布量 ：60ゼ／h8，ネオエステ リン10，000倍加用。

2 ．調査 した項目と概要

1 ）散布前の幼虫の密度調査

受けわ くによる脱糞量とノックダウン法による密度調査。

2 ）散布 4 月24～25日

3 ）散布液の落下量，落下状態とドリフト調査

4 ）袋か桝こよる死亡率，生存率の経時的変化

散布直後，2週間後， 4週間後，6 週間後，8 週間後にカンレイシャ袋に10～20頭の幼虫を入れ各区に10

袋取り付 け，2 週間後に回収 し浅川実験林に送付 し同所で調査。

5 ）散布後の虫の密度調査

幼虫，嫡 ：受けわ くによる脱糞量，望見 とノックダウン法による密度調査，卵 ：卵塊，卵粒数とふ化状況



一？ 2 6 － 昭和59年度林業試験場四国支場年報

の調査，越冬幼虫 ：取巻き法による調査。

‘）植物休上での残留と消長調査

散布前後， 2週間後，4 週間後にB t を散布 した区について，植物を採取 して調査。

7 ）土壌中での残留と消長調査

散布前後，4週間後， 8週間後，25週間後に Bt を散布 した区の土壌を採取 して調査。

る．結 果

以上の調査資料については，浅川実験林天敵徽生物研究室 と本場保護部昆虫第 1研究室で整理，取りまと

め中である。

（ 越智鬼志夫）

野ね ず み の 生 態 調 査

1 ．四国における野ねずみの生態調査

四国山地の造林木を加害する野ねずみの生態を知る目的で，毎月 1 回固定試験地での措獲調査をおこなっ

た。閤査地は本山営林署瀬戸担当区管内標高約1，000m と約500皿の 2 か所で，措獲の方法はパチンコ式掃そ

器によった。

1 ）野ねずみの種転

掃獲された種類は，スミスネズミ， ヒメネズ ミ， アカネズ ミ， それに本年は若干のカヤネズ ミがみ られ

た。そのはか食虫目の トガリネズミ，ヂネズ ミ，ヒミズが捕獲された。年間の種類別掃獲率は， 1，000m 地

点でス ミスネズ ミ67％，ヒメネズミ30％，アカネズ ミ2 ％，カヤネズ ミ1％，500皿地点でほ，スミスネズ

ミ36％，ヒメネズ ミ36％，アカネズミ27％，カヤネズミ1％であった。本年は例年にくらべてヒメネズミの

増加が目だっている。

2 ）月別捕獲数

月により捕獲数にバラツキがみられ，ス ミスネズ ミでは 7 ， 8月の夏期に，ヒメネズミは 1 ， 2 ， 3月の

冬期に掃獲個体が特に少な くなっている。

3 ）♀，告別捕獲率

全般的に谷の掃獲数が多い。

4 ）幼，整，成体別の捕獲率

各種類 とも成体の掃獲率が高いが，特にスミスネズミでは80％をこしている。

5 ）生 殖 時 期

スミスネズミは本年もまた7 ，8 月の措獲数が少なかったが，この月以外は発情個体がみられる。ヒメネ

ズミ，アカネズミは本年は 3 ，4 月の春期と， 9 ，10月の秋期に発情個休がみられたが，ヒメネズ ミでは昨

年度 6 ， 7 月に妊娠個体が掃獲されており，年によって生殖期の幅に違いがあるようだった。

6 ）可視胎児数

スミスネズ ミ2～ 5頭，ヒメネズ ミ3～ 5 頭，アカネズミ2 ～ 4 頭であったが，各種類とも2～ 3頭の胎

児が多かった。

2 ．発生消長調査

昨年に引き続き管内 3 か所（本山，松山，徳島営林署）の固定試験地で，年 3 回の調査をおこなった。結
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呆を義一14，表－15，表－16，に示した。スミスネズミは本山では6月の掃獲数は少なかつたが，11月， 2

月では増加している。松山は例年のように多 く，特に 11月が多かった。徳島では昨年に比較すると多かっ

た。ヒメネズミは本年は捕獲数が多 く，特に6 月は各地ともスミスネズ ミを上まわった。徳島は例年どうり

各月とも多かった。成体の生殖状況をみると，松山だけが各月とも萎縮個体がみられ，他の 2か所と異なっ

ている。

（ 五十嵐豊，寺下随喜代）
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農林漁業における環境保全的技術に関する総合研究

－3 1 －

わが国における都市化，ユ 美化の急激な発展ほ，国民の生活環境に好ましくない影響を与えつつある。農

林漁業もまた，その悪影要を被るキともに，農林漁美白身も環境に対 して必ずしも好影響だけを与えている

とほいえない現状である。本来農林漁業がもっている環境保全機能を十分発揮させるとともに，農林漁業が

与える悪い影響を除去するための技術体系を確立することが重要な問題となってきた。

このような要請に答えるため，農林省では農林水産技術会議事務局を中心に，関係の試験研究機閑を動員

し，自然ならびに人間の生活環境と調和する土地利用方式，管理技宿システム，緑地環境の整備方式の新し

いあり方を明らかにし，それらの研究の推進と成果をふまえた農山漁村の総合整備に関する基本計画の手法

を提示 しようとして，大型プロジェクト研究を昭和48（1973）年度から5 か年計画で実施 している。

林業試験場では本場の土じょう部，造林軌 保護軌 防災部および各支場の関係研究室が研究に参画する

ことになり，四国支場も支場長を副査として造林，土じょう研究室が卑りくむことになった。支填での研究

は，針葉樹人工林を対象に，皆伐方式と非皆伐方式 という森林の取り扱いの差による生態系の変動の実態を

解析 し，施薬技術の再評価と環境保全的森林施業のあり方について基礎資料を得ることを目的としている。

4 8（1973）年度より3 か年間は，「森林の施業による生態系の変動の実態解析」をおこない， 51（1976）年

度より2 か年は「Eq国地方人工林の土地利用と管理方式」について調査研究がおこなわれる。「森林の施業

による生態系の変動の実態解析」について今年度までに得られた結果ほ次のとおりである。

森林 の 施 薬 に よ る 生 態＿系 の 変 動

（ 針葉樹人工林 における実態解析）

この研究は松巾営林署管内の国有林に設けられている人工林の非皆伐施菓試験地（対照区として皆伐区を

含む）と愛媛県上浮穴郡久万町にある多段林を主たる調査地として実施 している。

1 ．植 生 調 査

1 973年以降，毎年5月と9月に国有林の試験地において植生量の調査を実施している。各 調査区に 1．8m

X l m の占 ドラー トを 5 個ずつ設け，その中の種名，被変，密度，草丈，地上部現存量を調査し，積等優占

度を求めて卓・た0、担上部現存長のこれまでの経過は図一 9のと奉りである。

2 ．生長圭・現存圭・生産長調査

前記調査地で毎年生長休止期に実施 した上木の直経と下木の樹高生長量は図一10，11のとおりである。間

伐が弱度であるはど上木の直径は小さく，下木の樹高は低い。

現存量，生産量の禍査は1973年と1974年に久万町の二段林で実施 した。その結果は同年の年報を参照され

たい 。

る．気 象 諏 査

国有林試験地の一般気象を知るために降水量，気温，地温（10cm）の測定を1974年11月より1 年間続けた

が記録計の トラブルが多 く，公表できるような資料は得 られなかった。
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図－11 下 木 の 樹 高 生 長

4 ．光環境調査

前記試験地で毎年 5 月中旬下木上部の光環境を測定 した。その結果は図一12のとおりである。上木がスギ

の場合が ヒノキに比べて年 々の低下の度合が著るしく大きい。
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ヒ木 スギ試貴地
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図－12 上木の疎密の程度と林床の相対照度の経年変化

（ 安藤 貴 ，宮本 倫仁，谷本 丈夫，桜井尚武）

－3 3 －

5 ．植物体から土壌への養分還元童歌査

6 か月ごとに採取 した試料を分析 し，養分還元量を算出した。当然のことながら落葉，落技量の多い弱度

間伐区が，各養分還元畳も多 くなっている。養分星間では各期間とも，C aO ＞N ＞M gO ＞K 王0 ＞p20 s の頓

とな って いる。

表－17 落 葉 落 枝 の 養 分 還 元 量 k8／山

区名

スギ 強 度 間 伐

スギ 弱 度 間 伐

採取年月 1 N

4 9． 6

4 9． 1 2

5 0． 5

5 0． 1 1

4 9 ． 6

4 9 ． 1 2

5 0 ． 5

5 0． 1 1

4 9． 6

4 9． 1 2

ヒノ キ 強 度 間 伐

；：二 1 ； ぎ

ヒノ キ 弱 度 間 伐

4 9 ． 6

4 9 ． 1 2

5 0 ． 5

5 0 ． 1 1

1 3 ． 2

5 ．8

7 ．9

3 ． 0

P 2 0 s t K王0

2 ．5

1 ．2

1 ．4

0 ．6

2 ．7

1 ．6

C a O

4 5 ．8

3 2．2

1 ．5

0 ．5

2 5 ．8

1 2．5

乱2

1 5．6

8 ．4

4 ．6

5 ．2

4 ．4

1 4 ．7

8 ．5

4 ．1

1 ．8

1 ．5

2 ．3

1 ．8

0 ．8

1 ．0

0 ．6

2 ．3

1 ． 1

7 ．0

1 1 ．3

1 ．0

1 ．5

5 ．0

4 ．1

1 ． 8

2 ．3

2 2 ．4

7 ．5

5 1．6

6 5．1

2 4 ．4

4 0．9

3 ． 3

0 ．7

2 ． 1

1 ． 1

－

8

2

一

2

．

L

一

1 ．4

2 ．3

一

1 6．2

9 ．8

1 6．0

9 ．7

2 8 ．6

1 8 ．4

1 5 ．7

1 9 ．7

M gO

3 ．2

2 ．4

1 ．8

0 ．6

5 ．5

5 ．5

2 ．4

4 ．4

1 ．9

1 ． 1

1 ．6

1 ．3

2 ．7

2 ．6

1 ．4

2 ．9

（ 佐藤 俊 ，井上輝一郎，岩川 雄幸，吉田 桂子）
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る．植物枯死体の分鞋と土壌への影響調査

各時期の分解状態を，試験開始時の重量に対する重量減少割合で求め図－13にしめした。新鮮落葉につい

てみると，初期 6 か月間（ 5月～11月）は各区のスギ，ヒノキとも急激に分解するが，その後冬期 6 か月間

や翌年 6 か月間は分解がゆるやかになり， 1年 6 か月放からの 1年間は再び分解が旺盛になる。皆伐区と非

皆伐区（間伐区）を比較すると， 1年 6 か月後までほ非皆伐区の分解が大きいが，2 年 6 か月後には差がみ

られな くなる。樹種別に比較 してみると，皆伐区でほ初期はスギの分解が大きいが，2 年 6 か月後にはむし

ろヒノキが大きい傾向にある。非皆伐区の初期 6 か月ないし1年までは，樹種の速いがみられないが，その

後ほヒノキの分解が大きい。腐朽落葉についてみると，各区のスギ，ヒノキとも夏期 6 か月間は冬期 6 か月

間より分解が大きく，階段的な分解候向にある。樹種別にはヒノキの分解がスギより大きい。皆伐区とスギ

弱座間伐区の分解は，各期間ともほぼ同程度であるが，ヒノキ弱度間伐区のヒノキ腐朽落葉は，初期の分解

が他の区にくらべて小 さい。しかし1年 6 か月後の分解状態は各区ともほぼ同程度である。

新鮮落葉 rL ）

乾物重量減少割合

％
1 0 0

8 0

6 0

4 0

2 0

皆伐 区

ヒ′ キ 、L ）
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スギ（L ）

0・5 1・0 1・5 2・0 2・5 年

重i 減少割合
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1 0（）

さ0
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l

l
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スギ（ F H ）

1
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1

b －・1

、、ヒ ノ キ（ F H ）
ヽ

ヽ
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ヽ

0・5 1・0 1・5 年

ヽ

＼

1

1

－
、

スギ弱夜間伐区

‾－ 1 1

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
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ヽ

ヽ
ヽ

腐朽落葉（F H ）

スギ落度間伐区

ゝ一－1

ヽ

b

l

l

l

’○

ヒーキ弱度間伐区

ヽ

ヽ
ヽ

ヒノキ弱度間伐区

ーー1

ゝ

図一13 堆 績 有 機 物 の 分 解 状 態

（ 佐藤 俊，井上輝一郎，岩川 雄幸，富田 桂子）
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・ 7 ．地表変動調査

網査は各区に設鼓した測定パイプの固定点から地表までの距離を測定 し，その増減によって変動状態を調

べる方法でおこなっている。6 か月ごとに調査 した結果を図－14にしめした。全般的にみて各期間とも，皆

伐区とスギ弱度間伐区はその他の区に比べて変動が大きい。またこの両区は雨量の多い 5月から11月までの

6 か月間よりも，雨量の少ない11月から5月までの 6 か月間の変動が大きい傾向にある。変動の小さい区は

3 か年を通じて，変動量がほぼ一定であるが，しか し変動の大きい区でも， 3 年目からは初期に比べて変動

移動距艶

e m

3

q m

3

血

3

q れ

3

m 1

3

1

2

3

部

5

皆伐

中部 下部

移動測定期間

年月 年 月

1 4 8 ，5 － 4 8 1 1

2 4 8 ，1 1 － 4 9 ，6

3 4 9 ，6 － 49 ，1 2

4 4 9 ，12 － 50 ，5

5 5 0 ，5 － 50 ，1 1

6 5 0 ，11 － 51 ，6

スギ輸度間伐

スギ弱度間伐

ヒノキ強度間伐

図－－14 地 表 変
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が小さくなっており，地表面が安定してきている傾向がみ られる。

表一18 地 表 変動 要 因 詞 査

区 名 位置

上部

中部

下部

スギ 強度間伐

上部

中部

下部

スギ 弱度間伐

上部

中部

下部

画定点毒
した 傾
土製直＿

3 9

3 9

3 4

3 9

3 8

3 4

4 2

4 3

4 2

中心 と
斜度

丁ヒ軽重

3 6

3 8

3 3

3 8

3 4

2 8

斜面 形

平行

〝

〝

行平

〃

凹形

4 3

4 3

4 0

平行

〝

〝

ヒノキ強度間伐

上部

中部

下部

l 上 部

ヒノキ弱度間伐 暑 中 部
l 下 部

＊＋ ない ○ 普通

3 0

4 1

3 3

4 0

4 0

3 3

2 5 2 6

3 6 3 8

3 8 3 5

凸形

平行

〝

斜面方向

南

〝

〝

南

〝

〝

表層土 0′〉5 cmの
硬度（平均）

k 甘／ c m

0 ．3 0 ～ 0 ．5 5 （ 0 ．4 5 ）

0 ．2 0 ～ 0 ．5 5（ 0 ．4 5 ）

0 ．1 5 ～ 0 ．3 0（ 0 ．2 0 ）

＊地床植生
の優占度

0

0

0 ．3 0 ～ 0 ．9 S（ 0 ．5 5 ）

0 ．9 5 ～ 3 ．0 （ 1 ．5 0 ）

0 ．4 5 ～ 0 ．1 0（ 0 ．7 0 ）

南西

〝

〝

東南東

〝

′′

0 ．3 0 ～ 0 ．9 5（ 0 ．5 5 ）

0 ．3 0 ～ 0 ．5 5（ 0 ．4 5 ）

0 ．3 0 ～ 0 ．7 0（ 0 ．4 5 ）

0 ．5 5 ～ 1 ．5 0（ 0 ．9 5 ）

0 ．5 5 ～ 1 ．5 0（ 1 ．1 0 ）

石レキ多く測定不能

＋

＋

＋

＋

○

＋

平行

〝

〝

少ない（ 3年 目の春の調査）

南東

〝

〝

0 ．3 0～ 1．10（0．70） 1 ＋

0 ．4 5 ～ 0 ．1 0（ 0 ．9 5 ）

0 ．4 5 ～ 1 ． 5 0（ 0 ． 9 5 ）

地表変動にかかわる要因と考えられる斜面の状態，植生および表層土壌の理学性の一部を調査し，結果を

義一18にしめ した。傾斜度や斜面形は， 1 ， 2 か所を除くといずれもほぼ同程度の傾斜度をもつ平行斜面で

あり，また斜面方位もほぼ同一方向であるから，変動の違いがこれらの因子に原因するものとは考えられな

い。つぎに表層土壌の硬度についてみると，変動の大きい所ほ小 さい所に比べて硬度が小さい傾向にある。

また地床植生は変動の大きい所が，比較的少ない傾向にある。これまでの調査結果からは皆伐と非皆伐の違

いが，地表変動に影響 しているとはいいがたいが，地表変動の点からみた今後の森林の取 り扱い方に対する

指針の端緒にな り得 るものと思われる。

（ 佐藤 俊，井上輝一郎，岩川 雄幸，吉 田 桂子）

家畜ふん尿の処理利用技術に関する研究

1 ．家畜ふん尿の腐熱化に関する確究

林業試験場では既に10数年前から，木質堆肥に関する試験研究を実施 してきているが，その成果をもとに

今日の畜産業情勢に対応 して，家畜排泄物の処理と有効利用の観点から，廃材利用による堆肥化の試験研究

に着手 した。現在試験研究は継続中であり，未解決の問題も残っているが，その点は今後も研究を進めてゆ

くことにし，一応現段階で確立 した体系をフローシー トにして図一15にしめ した。
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擬材

おが くず

チッ、ブくず

プレナー くず

食用菌培養

庵おが くず

樹皮

（ 粉 砕）

（ 節分 け）

粉砕 樹 皮

床材：排泄物＝l：1

植物生育阻害性検定

熟度 判 定

家畜排泄物

鶏ふん 豚ふん尿

牛ふん尿

（ 固形分牡）

豚ふん

牛ふん

原料配合

（ 水分調整）60％

l
堆積

高温 醗 酵

（ 芸語義）

l

常温 醗 酵

啄牛の敢
科残廃物

期間 3 か月

温度50℃－70℃

4 － 5 回

期間 2 か月－3 か月

温度20℃－30℃

（ 芸詣去） 2－3回

－3 7 ¶

図－15 廃材利用による家畜排泄物木質堆肥の製造フローシー ト

（ 佐藤 俊，岩川 雄幸）

2 ．林木 に対する施用技術の確立に関する研究（苗畑施用技術）

家畜排泄物を土壌還元によって処理利用する場合，直接施用する方法ときゅう堆肥にして施用する方法が
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考え られるが，当研究室では後者の方法についての試験研究を実施 している。すなわち，この研究のね らい

は，家畜ふん尿木質堆肥として利用し，スギ，ヒノキ連作育苗の可能な施用技術を確立することと，施用量

の限界量を把握することにある。

今年度は当研究室で製造 した鶏ふん木質堆肥（スギおが くず 1 ：乾燥鶏ふん1．25の配合割合）を使用 し，

ポ3 k8と15k8および無堆肥グループに，チ ッ素元肥，追肥をそれぞれ 3棟を組合せ，スギ，ヒノキ床蓉苗を

対象に試験をおこなった。その結果d 3 k9施用では，無堆肥グループとあまり大差がなかったが，15k8施用

グループの生育は良好であった。しか しこのグループには ヒノキ苗に中程度のクロロシス症状のあらわれた

区がみ られた＿。跡地土壌の分析結果をしめすと表－19のとおりである。この宙畑は試験の目的からこれまで

堆肥をはとんど施用せずに，如機質肥料で10年間スギを連作した所であるが，無堆肥グループの土壌は酸性

で各要素が不足 している。堆肥施用区は施用呈に応 じて各要素も増加傾向にあるが，15k9施用グループでは

育苗最適酸度より高い幌向にあり，石灰，リン酸の過剰集積がみられた。これは鶏ふん堆肥の多量施用に原

因するものと考えられるが，土壌の理学性改良をねらって－∵度に多量施用することは，肥料濃度や養分バ ラ

ンスの点から問題を生ず る恐れがある。今後限界量を把握する場合に検討すべき点であるが，さらに家畜排

泄物の処理利用を目的として木質堆肥を製造する場合の配合比率も，検討すべき問題であろう。

表－19 跡 地 土 壌 の 化学 性

葦ふん木質肥畳

－．－－一也凪
0

〝

〝

元肥－N
施用

硫安 12

〝1 8

緩効 18

p H

（ H 20 ）

4 ．2 3

4 ．1 2

0 ．9 4

0 ．9 6

4 ．2 3 1 1 ．2 4

3

〝

〝

1 5

〝

〝

注）

硫安 12

〝1 8

鼓効 18

硫安 12

〝1 8

蔽効 18

5 ．5 8

5 ．5 1

4 ．7 0

6 ．0 8

6 ．2 6

6 ．8 3

1 ．16

1 ．20

1 ．34

2 ．16

2 ．1 7

3 ．2 5

％ ％

フル ボ

酸C

％

T －N

％

0 ．1 7

0 ．1 7

0 ．1 8

0 ．4 8

0 ．4 6

0 ．54

0 ．9 1

0 ．9 0

0 ．0 8

0 ．0 5

0 ．0 5

0 ．0 6

0 ．0 7

0 ．0 6

0 ．0 6

0 ．1 0

各区ともN －248 ／d を硫安で追肥（ 4 回分施）

0 ．0 2

0 ．0 2

0 ．0 4

0 ．0 8

0 ．1 1

0 ．1 4

0 ．3 5

0 ．3 4

0 ．4 1

0 ，4 9

0 ．5 1

0 ．5 5

0 ．5 2

0 ．4 7

0 ．5 6

0 ．6 0

0 ．6 8

0 ．7 0

0 ．0 7

0 ．0 9

0 ．1 1

0 ．0 8

0 ．0 9

0 ．10

m g ／
1 0 0 8

4 ．9

6 ．6

3 ．9

1 0 ．9

9 ，2

9 ．2

E x －

K ℡0

1 0．0

7 ．5

1 0 ．0

E x－
C aO

3 2

3 0

1 7

E x －

M gO

7 ．9

5 ．9

3 ．0

1 4 ．5

1 3 ．8

1 3 ．0

0 ．1 7

0 ．16

0 ．2 1

6 5．7

7 0 ．1

7 5 ．5

1 6．6

1 6．6

1 6 ．8

1 4 2 1 14 ．1

9 4

7 0

2 8 8

2 7 8

4 4 5

9 ．2

6 ．5

1 7 ．4

1 3 ．7

2 4 ．8

（ 横田 志朗，岩川 雄幸，佐藤 俊）

人工 林 の 非 皆 伐 施 業 に 関 す る 研 究

皆伐一斉林施業にともなう環境破壊が世論により厳 しく指摘されたことから，森林のもつ多面的な撮能を

1・分に発揮 させながら，永続的に生産量の高い森林を維持するために好ましい非皆伐施業は人工林において

も強く要請されている。しか し，これまでに十分な技術的な裏づけがないために，特殊な林業地を除いて，

一腰 には事業的な規模で人コニ林の非皆伐施業の実施はあまりおこなわれていない。

このような状況にあるため，今年度より5 か年計画で関西支場・ 四国支場・九州支場の共同のP L 研究と

してこの研究がとりあげられた。研究の範関は多岐にわたるが，光環境の測定方法，光環境の変動の把握，

庇陰下における樹・品種の生理生態的特性（主として耐陰性）を中心に研究がすすめられることになってい
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る。本年度の結果は次のとおりである。

1 ．光環境の変動の把握

奈半利営林署管内の下層に樹高 2～ 3 m の常緑広葉樹をもつヒノキ林で，常緑広葉樹の刈払い前後と，ヒ

ノキを本数間伐率で30％と50％になるように間伐 した後の林床の相対照度を測定 した。その結果は麦－20の

とお りで ある。

表－20 林分構成と林床の相対照度

区分

広菓樹伐採前

岡後

3 0％ 間 伐 後

5 0％ 間 伐 後

平均樹高平均胸高芸
＿】錘⊥■空竺皇与野L ＿

1 9 ．3 3 0 ．1

1 9 ．3 3 0 ．1

1 9．3 3 0 ．9

1 9．5 3 2 ．1

7 9 3

7 9 3

5 4 9

3 6 5

R y

0 ．7 7

0 ．6 9

0 ．5 8

時1 0／8 14．00′〉15．10

1 0 ／ 1 5 1 1 ． 4 0 ′〉 1 2 ． 1 5

射光 偏り1Ⅵ産
（ 1u x

事項南東

47， 0 0 0 ′〉 5 9 ， 0 0 0

49， 0 0 0 ′｝ 6 8 ， 0 0 0

1 0 ／ 1 5 1 3 ．1 0 ～ 1 4 ， 0 0 妻 2 3 ，0 0 0 ～ 3 5 ，0 0 0

10／ 2 3 1 3 ． 3 0 ′〉 1 4 ． 1 5 4，6 0 0 ′〉 1 3 ， 0 0 0

一也
1 ．0

2 ．2

1 3 ．0

3 1 ．0

なお， これまでの報告と手持ちの資料からスギとヒノキの間伐後の収量比数（R y） と林床の相対願度の

関係に検討を加え，かなり高い相関のあることを明らかにした。

2 ．庇陰下における樹・品種の生理生態的特性

1 ）耐陰性試験

関西林木育種場四国支場と共同で強度の庇陰下における枯損の発生状況からスギの品種・系統間の耐陰性

の違いを知るために，四国地方のスギの精英樹47クローンとヤナセスギ実生ポット百，ヒズモスギ，ヒノキ

実生ポ ット酋を馬路営林署管内の平均相対頗度 6．5％ の20年生スギ林に 4月上旬に植栽 した。5 月上旬活着

調査をおこない， 8 月中旬の調査では仝立木が生存 していたが，10月20日の調査では多 くの枯損が発生 して

いた。桁英樹47クローンのうち生存率 0 のもの18，10％以下20，10～20％のもの 8 ，20～30％のもの 1で，

生存 しているものは上層林冠に空隙のある部分に多かった。明年皮さらに光環境の測定をおこない詳細に分

析したい。なお，ヤナセスギポット宙の生存率は50％， ヒズモスギのそれは71％であったが，ヒノキポ ット

百の生存率は19％であった。

上記試験 と同じスギのクローン・系統のやや弱度の庇陰下での生長量を把握するために，育種場構内の相

対照度約20％の見本林内に 4 月に植栽 し，その生長量を調査 した。

2 ）光の強さと施肥量がクロロフィル量に及ばす影響

西畑で光の強 さと施肥量を変えたスギの庇陰試験をおこない，実のクロロフィル量を調べた。その強さば

1 00％，63％，32％，10％，6 ％の 5段階，施肥量は住友森林特号20 ：10 ：10をポあたり5 8 ，10 昏，20 8 ，

4 0 8 ，80 8 の 5段階で25通りの組合せとなる。

試験ほすべての処理区の中から，特定の個体に片よらぬよう，仝個体から採取し，採取位置ほ地際と棺端

附近の 2 か所とし，それぞれ別にクロロフィル量を求めた。クロロフィルa とb をあわせた量と相対頗度の

関係ほ両対数軸上で直線関係を示 し，栴端部分の量が地際部に比べ低い値を示した。すなわち

1 0 g C（a ＋b ）＝ －K lo g R L I＋ K ′‥‥‥‥…・（1）

但し C（a ＋b）：クロロフィルa とb の合計量，R LI ：相対照度

K ，K ′：定数
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（ 1）式の K の値は施肥量の増加とともにやや大きくなる傾向があったが K ′と施肥量の間には十定の関係が

認められなかった。クロロフィルa／b 比は相対照度30％以下で値が低 くなったが，この傾向ほ棺端部で著 し

かった。またクロロフィルa／b 比と施肥量の間にははっきりした傾向が認められなかった。

る．生産構造 、一次生産量・生長重訳査

スギ， ヒノキ三段林の生産構造と一次生産量を調査するとともに5 年前に調査した二段林 8 か所の調査を

おこなった。 8 か所の二段林の調査結果は目下 とりまとめ中である。三段林の林分構成，現存量，一次生産

量は義一21のとおりである。

表一21 スギ・ ヒノキ三段林の林分構成・現存量・一次生産量

L＿」

林

分

構

成

）

地
上
部
現
存
量

仙
t

（

地
上
部

次
生
産
量

（ t ／h α ・ y r ）

上層

中層

下層

計

上層

中層

下層

計

上

樹種

スギ

呈三ノ…

スギ

樹齢 ‡ 平 均

（ 年）

71′｝ 8 2

52 ′〉 5 3

54′｝ 7 1

8′〉 1 2

■1豊空＿し
3 0．4

2 2．9

2 6．1

3 ．9

聖腰
1 5 ．9

1 1 ．5

1 5 ．6

1 ．5

4 7．8

2 5．9

4 1．5

3 ．2

h α あ た り

密度 l断面積 1 幹材槙
軋

8 4

1 7 9

6 0

3 ，2 6 6

3 ，5 8 9

（ d ） l （d ）

1 5．3 6

9 ．7 2

8 ．2 0

3 ．0 1

3 6 ．2 9

幹l 枚

スギ

享…ノ三
スギ

‡

層中層

下層

計

スギ

喜…ノ…
スギ

6 1 ．6

2 8 ．0

3 5 ．5

5 ．1

1 3 0 ．2

2 ．3 4

1 ．6 1

1 ．2 5

1 ．5 5

6 ．7 5

8 ．2

3 ．5

7 ．2

0 ．1

1 9 ．0

0 ．4 2

0 ．4 0

0 ．5 9

0 ．0 5

1 ．4 6

6 ．7

4 ．1

3 ．2

2 ．2

1 6 ．2

菓

1 ．6 6

1 ．0 2

0 ．8 1

0 ．5 6

4 ．0 5

（ 安藤 貴，宮本 倫仁，谷本

1 9 0 ．2

9 9 ．1

9 5 ．6

1 2 ．5

3 9 7．4

部

7 6．5

3 5．6

4 5．9

7 ．4

1 6 5．4

4 ．4 2

3 ．0 3

2 ．6 5

2 ．1 6

1 2．2 6

文夫，桜井 尚武）

広葉樹施業法（その ！），海岸林における

広葉樹導入・ 林分改良

四国でも瀬戸内海に面 した海岸林，例えば屋島国有林のようにマツの材線虫の被害をうけ，海岸林として

の槻能が低下 しつつある林分が増加している傾向にある。特に屋島国有林は国立公園特別地域の中にあるた

めに，公益的機能の回復ならびに景観維持に対する社会的な要請 も強い。荒廃途上にある海岸林の健全化を

はか り，さらに公益的機能ならびに風致林 としての景観維持の面でも，よりすぐれた安定 した植生に導 くた

めの効果的な手法を明らかにすることを目的として48（1973）年度よりこの研究をはじめ，本年度をもって
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終了 した。

1 ．林相区分・植生調査・ ヒサカキ林の現存主軸査

屋島国有林の主体をなすマヅ林は，マツの材線虫の加熱与よる衰弱・枯死ならびにこれら立木の伐倒搬出

等の作業に伴ない，ほぼ全域にわたり林相が破壊されている。前年までの調査を基礎とし，本年の調査 とあ

わせて，林相現況図を作製 した。

さらに，植生の現況把握のために植生調査を続けてきたが，この結果から6 つの植生型を区分 し，この区

分に従 って植生現況図を作製 した。

表－22 ヒ サ カ キ の 現 存 量

P lo t l．

A

B

P lo t 2． A

P lo t 3 ．

注）

A

B

菓
t ／h 8

3 ．0

3 ．4

2 ．0

3 ．1

4 ．8

枝
t ／h 8

6 ．2

7 ．0

花
t ／l氾

0 ．5

0 ．6

4 ．1 1 0 ．4

2 ．8

4 ．2

0 ．4

0 ．4

幹
t ／h α

L A I

h α／山
本数
本／h8 （ 要義）直径

1 7．6

2 0 ．0

2 7 ．1

1 4 ．3

1 9．1

A は方形区内のヒサカキのみの皇，

2 ．8

3 ．1

1 ．6

2 ，7

4 ．3

2 7 ，3 1 6

2 9 ，3 0 2

8 ，4 0 0

2 6 ，4 0 7

4 6 ，4 2 4

（ 3 ．8 ）cm

2 ．0

2 ．1

（ 要義福高
頂部1）・林床2）

相対照度

（4 ． 3 ） m ぎ

2 ．8

2 ．8

（ 7 ．1 ）

3 ．7

（ 2．7 ）

1 ．5

1 ．4

（ 7．8 ）

4 ．9

（ 3．7）

2 ．5

2 ．5

3 7．01）％

4 ．0 2）

1 3 ．8 1）

6 2．2 1）

6 ．2 2 ）

B はそれ以外の植物を ヒサカキとみなして計算 したもの。

重量は乾燥重畳で示 してある。白峰山一統 ：Plo t l，P lo t 2 広袖一統 ：Plot 3

5 ．2

地

上

車3．2
m
■ヽ＿ノ■

l ．2

P lot l ．

幹
＋

枝
＋

花

1 れa o．504れa80．20

幹
＋

枝
＋

花

P lo t 2

P lo t3 ．

幹
＋

枝
＋

花

4 8 1 0 ．5

図－16 同 化・非 同 化 器 官 の 垂 直 分 布

また，49（1974）年度にヤマモモ，クロガネモチ，ナナメノキ， トベラ，ウバメガシ，ネズ ミモチ，ヒサ

カキの生長経過を知るために樹幹解析をおこなったが，これらの うちマツ林下に広範囲にわたって分布 して

いるヒサカキについて純林に近い状態のところの白峰山一統について 2 Plot，広袖一統について 1 Plot を

選び現存量の調査をおこなった。その結果は表－22，図－16のとおりである。

（ 安藤 貴，谷本 丈夫，桜井 尚武）

2 ．瀬戸内海岸林土壌の特徴

白い砂に松の緑，これは謡曲「高砂」の背景でもあり瀬戸内海岸林の特徴でもある。白砂の多くは花崗岩

に由来するもので，瀬戸内の海岸は花崗岩基盤の地域が多い。
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花周岩は，四国では和泉層群の北側に続く地層で，地域的には香川県引田町から豊浜町を経て，愛媛県に

はいり西条市から松山市をむすぶ線以北の地域に分布する。

なお，瀬戸内には地質時代に基盤の花崗岩の割れ目から噴出した溶岩が，集塊岩や凝灰岩類をはさんで花

崗岩を覆い，地形の逆転などもあって，溶岩台地を形成した地域がかなり広範囲に分布する。屋島台地など

は典型的な形で，この分布は，香川県の南西から北東方向に内陸から島しょにおよぶ地域と，防予諸島の山

口県側の地域に広 く分布する。

こうした瀬戸内の地質的背景から，瀬戸内海岸林土壌の特徴を把握するため屋島を調査の対象地に選び，

既に香川県でおこなわれている開発地域土地分類基本調査の成果を踏まえて土壌調査をおこなった。

この調査によって， 1／2．5 万の屋島土壌図を作製 し，また，土壌の物理・化学分析をおこなって各土壌統

の物理・化学性の特徴を明らかにすることができた。この成果は，瀬戸内海岸林一般の土壌環境を推察する

よき手がかりになる。以下その概要について述べる。

瀬戸内の海岸林では全般に乾性の土壌が多 く，屋島では林地土壌のほぼ90％は乾性土壌である。屋島に分

布する土壌をまとめると表－23のとおりである。

表一23 屋 島 の 土 壌 統

性土 ．壊 】 適 個 性 土 壌 l 摘

城山 統

白峰 山 1統

広袖 1統

国分 寺 1統

白峰 山 2統

広袖 2統

国分 寺 2統

要

暗赤 色 土，

褐色森林土，

〝〝

母材・安山岩

〝安山岩

〝安山岩，凝灰岩外

〝〝（黄褐系）〝 花崗岩

城山統は山頂平坦部のほとんど全域に分布し，安山岩単一母材の土壌である。粘土分がきわめて多 く，堆

考削まち密で透水性不良である。土壌の反応は強酸性で，石灰・ 苦土成分にきわめて乏 しい土壌である。

白峰山統は山頂周辺急崖下に分布し，安山岩の性質の強い土壌を形成 している。この統の土壌 も粘土分は

きわめて多 く透水不良である。強酸性土壌で，カリ・石灰・苦土は城山統よりいくぶん好転する。水分環境

のよい白峰山 2 統は，苦土・石灰の蓄積がきわめて多く，土壌反応も好転 し，乾性土壌と非常に対席的な土

壌を形成 している。

広袖統は屋島の中腹から山髭の斜面に分布し，安山岩の性質があるが細礫 も多 くなり安山岩の影響は弱ま

り，一面には角藤痕床岩め影響め強いと‾ころもある。乾性土革はカリ‾・石灰が極端に少い土壌である0 適潤

性土壌ではカリ・ 石灰・苦土の蓄積が多 くなり，リン酸の蓄積が とくに多い。リン酸は，石灰型の可給態 リ

ン酸も多 く蓄積されており，いわゆる熟成された土壌が形成されている0

国分寺統は屋島の東南から西南の山麓斜面と長崎の鼻に分布が多 く，紙礫に富む砂質の花崗岩土壌を形成

している。透水性は良好で土壌の反応は比較的強い酸性である。乾性土塊では石灰・苦土に乏しいが，適潤

性土壌でほカリ・ 石灰・ 苦土の蓄積が多 く，広袖 2統と同様可給態 リン酸の多い土壌が形成 されている0

眞島の土壌統の概略的な特徴は以上のようであるが，総括的にみれば，山頂の城山続から白峰山統，広袖

統と安山岩の性質をもつ土壌の分布が広 く林地土壌のほぼ70％を占めている0

また，鼻島で，土壌生成に大きな影響を与えているのは母材と水分環境で，母材は土壌の粒径組成に強 く一

影響を与えており，これが土壌の種々の物理性に影響をおよば している。

安山岩母材の土塊は重埴土の土壌を形成 し，花崗岩母材の土壌は砂真の土壌を形成する。したが って，安
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山岩土壌ではち密で初期萎凋点が高く，孔隙に乏 しく透水性不良である。また化学成分にも乏しい土壌と

なり，花崗岩土壌では粗孔隙の多い土壌となるが化学成分には乏 しい。

このように母材は土壌の基本的な物理化学性を決定的にしているが，これが，水分環境に恵まれれば，A

層の形成発達とか，孔隙の増加とか，可給態の化学成分の蓄積とかがきわだって好転する。屋島ではこれが

対照的で乾性土壌か適潤性土壌かで土壌の物理性と化学性に大きなちがいをもたらしている。

表－24 土 壌 の 粒 径 範 成 （％）

調査 ノ佑

7

（ 城山統）

層
位

試料 採 取
深さ cm

3

（ 白峰山 1 統）

5

（ 白峰山 2 統）

2

（ 広袖 1統）

1

（ 広袖 2統）

6

（ 国分寺 1統）

4

（ 国分寺 2 統）

B I

B 2

B ‡

A

B I

B 2

B ～ （C ）

A l

Å2

B I

B 2

0 へ ノ 5

10′〉 1 5

2 5 ′｝ 3 0

0′〉 5

1 0 ～ 1 5

30′〉 3 5

海砂

1 7．4

1 1 ． 5 室

寸
0 ～ 5

8′〉 1 3

2 0′〉 2 5

A′〉 （ B ）

B I

B 2 ～ （C ）

A I

A 雪

B I

B 2

B I

B 之

A I

A 之

B 1

8 2

0′〉 5

10′〉 1 5

0′〉 5

2 0′〉 2 5

40′〉 4 5

2 1．8

2 2．4

2 1．4

2 6 ．8

1 9 ．9

細砂

2 1．3

1 8．6

1 7 ．6

微砂

1 2 ．8

1 4．3

9 ．6

粘土

4 8 ．5

5 5 ．6

6 6．3

土 性

重埴 土

〝

〝

1 6 ．5

1 5 ．4

1 4 ．5

1 3．6

2 2．4

2 6 ．2

2 5 ．8

2 6 ．3

2 7 ．7

2 4 ．8

2 7 ．2

4 5 ．9

4 9 ．7

4 6 ．6

0′〉 5

25′〉 3 0

3 7 ．5

3 1 ．2

0′〉 5

10 ′〉 1 5

25′｝ 3 0

4 4 ．6

3 8 ．4

6 1．8

3 0．1

3 1．9

3 2．1

4 5．4

4 3 ．3

5 ．9

4 ．7

7 ．1

1 4．3

1 0．4

6 5．1

5 8 ．5

5 6 ．0

4 6 ．5

4 6 ．6

4 3 ．8

3 4．1

4 2．5

重埴 土

〝

′／

重埴 土

ノ′

軽埴 土

軽埴 土

〝

砂質埴壌土2 ，1

1 ． 1

2 ．1

2 ．8

4 ．9

2 1 ． 9

1 7． 3

1 9．2

1 4．3

2 0．6

〝

〝

砂質 壌 土

砂質埴壌土

2 8．6

3 3．4

3 4．1

0 ．6

2 ．0

1 ．3

2 6 ．2

2 6 ．2

2 2 ．8

砂質 埴 土

〝

砂質埴壌土
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調査 瓜

7

さや 士

（ 城山統）

3

（ 白峰山 1統）

5

（ 白峰山 2統）

2

（ 広抽 1統）

1

（ 広柚 2 統）

6

（ 国分寺 1統）

4

（ 国分寺 2統）

試料採取

深さ Cm

0′〉 5

10′） 1 5

2 5′ 〉 3 0

0′〉 5

10′〉 1 5

3 0 ′～ 3 5

40′〉 4 5

0 へ ノ 5

5′｝ 1 5

1 5′｝ 4 0

40′｝ 6 0

0 ～ ＿5

1 0 ′〉 2 0

30′〉 4 0

0′〉 6

1 0 ′ 〉 2 0

25′） 3 0

4 0 ′〉 5 0

0′〉 5

25′〉 3 0

0 ′・｝ 6

6 ′～ 2 0

20′〉 4 0

40′〉 6 0

昭和50年度林業試験場四国支場年報

表－25 土 壌 の 化 学 分 析 結 果

p H

（ K C l）

3 ．7 4

3 ．7 3

5′
h
U

3

3 ．6 3

3 ．7 0

3 ．7 5

4 ．1 1

5 ．0 1

5 ．1 0

4 ．3 2

5 ．0 0

3 ．7 3

3 ．9 4 ・

4 ．1 3

4 ．4 7

4 ．5 2

4 ．5 3

4 ．5 5

3 ．8 0

3 ．4 0

3 ．9 1

3 ．8 3

3 ．8 3

3 ．8 5

p H

（ H 20 ）

4 ．9 4

5 ．2 1

3▲
u

7

A

】

5 ．0 0

4 ．9 8

5 ．1 0

5 ．4 0

5 ．4 1

5 ．8 1

6 ．4 0

6 ．2 0

4 ．7 3

5 ．0 0

5 ．3 0

6 ．50

5 ．8 2

6 ．7 0

6 ．7 0

5 ．1 8

5 ．4 2

5 ．2 0

5 ．3 2

5 ．4 6

5 ．5 0

置換警lず芸04
÷HC I
P 20 5

（ m g／1 0 0 g）

E x

K 20

1 3 ．1

1 6 ．6

2 2 ．8

1 4 ．2

1 9 ．3

1 1 ．0

2 ．3

0 ．9

0 ．6

0 ．4

0 ．3

1 0 ．9

4 ．4

1 ．2

1 ．1

1 ．0

0 ．4

0 ．3

8 ．9

8 ． 2

4 ．3

6 ．5

9 ．8

9 ．9

●

0 ．3 8

0 ．2 7

訂㌻i
1 ．9 3

0 ．7 5

0 ． 3 1

0 ．2 8

6 ．6

1 1．2

1 2 ．3

1 3 ．4

1 4 ．9

1 6 ．2

1 5 ．9

2 4 ．2

1 1． 5

6 ．9

9 ．4

3

人
u

ノ

5

9

8

3

′
h
U

2

1

1

1

1

0 ．3 7

1 ．0 2

0 ．4 1

9 ．1

5 ．3

4 ．5

E x

C a O

1 5

1 4

2 6

1 0 4

5 0

7 6

1 2 8

3 5 1

2 7 1

2 1 3

2 3 8

9

1 4

1 3

E x

M g O

2 ．7

4 ．1

1 2 ．5

2 0 ．9

3 8 ．9

5 4 ．2

1 0 1．1

9 7．6

9 8．8

1 0 1．8

1 1 6．6

9 ．1

2 3．2

3 5 ．4

1 0 ．0 2

7 ．6 0

3 ．4 2

1 ．7 5

2 2．7

1 6 ．1

5 ．0

4 ．8

；……！

1 0 8

8 1 ．2

6 4 ．3

4 3 ．8

5 2．5

0 ．7 4

0 ．4 0

1 6．9

9 ．9

1 5

5 2

3 ．7

1 4 ．0

1 ．4 3

1 ．6 0

1 ． 2 3

1 ．5 1

1 7 ．7 0

1 5 ．2 6

1 6 ．9 6

1 8 ．3 4

2 5 ．5

2 4 ．1

1 3 ．1

1 2．9

2 0 6

1 4 1

7 0

7 6

3 0 ．7

2 8 ．3

1 7 ．1

2 0 ．3
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マツ類枯損激事跡地の更新技術に関する研究

まつ くい虫の被害にともなうマツ類枯損激書跡地の更新に関しては，その日標を，木材生産を主眼とする

か，国土保全，環境緑化などを主目的とするかによって，更新樹種を選ぶ必要がある。

激害地帯は主として天然または人工によるマツ林地帯で，部分的にほ邦産樹種であるヒノキの導入が可能

と思われるが，その大半はヒノキ以外の適当な樹種を考えねばならない。

このような ヒノキが期待できないところへの植栽樹種 として，外国産マツ類のテーダマツ，スラッシュマ

ツ，その他メラノキシロン・ アカシアなどが考えられる。これらは地力の低いところでの成長力が強 く，テ

ーダマツ，スラッシュマツは風，雪などに対する抵抗力に問題があるが，テーダマツほまつ くい虫にともな

う被害に対する抵抗力が強いことが明らかにされている。四国地域では，とくに民有林を主体に10数年前か

ら数年前頃までをピークとし，かなりの量でスラッシュマツとテーダマツが植栽されているので，四国支場

でほこれ らの現況を調査 し，邦産マツの代替樹種 としての適性について検討するとともに，ヒノキの導入可

能な立地条件についてあわせて諏査検討するほか一部に見 られるメラノキシロン・ アカシアの試植地の調査

もお こな うことにした。

本年度はこの調査をおこなうに当り，愛媛県内の資料については，西条，松山，宇和島の各営林署と愛媛

県の林業機関に協力を要請 し，また徳島県内の資料については，徳島県の林業概開に協力を要請 し，当該営

林署および具において植栽 されてきた前記 2樹辞の生育状況を，植栽地別につぎの基準により概況調査を依

頼するとともに，スラッシュマツとテーダマツと同齢で，これ らと生育状況の比較できるヒノキ林分につい

ても靭査を依頼した。調査の基準は次のように区分 した。

A ：生育良好な林分

B ：虫害，風害，雪害による被害林分

C ：枯頼または消滅林分

その結果，一変媛県から報告された資料は，テーダマツでは A 20個，B 20個，C 21個，計 61個， スラ

ッシュマツほ A 53個，B 27個，C 45個，計 125個，ヒノキは13個であった。

なお，これ らの植栽地の生育状況を地域別にみると，A はテーダマツ，スラッシュマツともに，愛媛県の

東部の新居浜市，伊予三島市，川之江市，宇摩郡と，喜多郡以西に多 く，なかでも北宇和郡，南宇和郡に多

く存在 してセ、る。

Ⅰ＝ま愛媛県東部の越智郡，今治市に多く西部にも散在 している。

C は愛媛県西部の東宇和郡，北宇和郡 と，東部の西条市，新居浜市に集中し，中部の喜多郡，伊予郡，松

山市，温泉郡にも散在している。

また徳島県から，提出された資料を樹種別，農林事業所別にみると，スラッシュマツでは日和佐106個，徳

島52個，川島51個，阿南50個，池田7 個，脇町 4 個となっていて，池田，脇町管内の資料が大幅に少ない。

テーダマツは阿南に 2個，徳島に 1個となっていて，テ叩ダマツの資料はきわめて少ない。

また，生育別にみると，スラッシュマツでA 173個，B 82個，C 15個の計 270個テーダマツでは A 2

個，B l個の計 3個である。

このように徳島県の資料ではスラッシュマツの方が断然多 く，所有形態ほ会社有林が多 く，なかでも大王

製紙の所有林が大半を占めている。

当支填ではこの報告にもとずき検討 し，さらに概査をおこな って調査林分を決定 し，調査要領を作 りこれ

にもとづいて調査することにした。



昭和50年度林業試験場四国支場年報

阜
卜

教
範
恒
忘
却
刊
Q
台
車
樹
霜

害
－
哨

唱

名

嘲
樹
脚

≠増

鞋

封

刊

吐

瞑

戦

貿

岩
槻
芯

‥劉
争

¢

封益
町

lヾ

S

∽

d

∈

亡

■
J

■モ

山
即
瓜
1払
1

心
肝

貞の ≒ミ

ヰ坤笠≒≒

＋
0 0 N リー く＞

▼・・」N 寸

ト

ト
一

も
ー
小

鞋恒

三慈

○
ト
N

≧
r
0
0
C
の

百

○
也
－

環
～
靡

軸
荘
轄

凸
内

旨旨 く
点≡
濯粥

一
－

↑

J 貞 ミ

C
＼
寸

モ

C
＼
サ

≒

叩
＼
N
 
d
ト
○
－

＋
の寸 く＞
N N、r

朗
中
－

一
、

t
凸
－

一
、

d

l

ト

ト

一札

I

lト

恒
蚕
鞋

畢

ヨ

唱
和
遭
轄

凸
爪

∽モ ≒

細
卜申

細句

l｛
く
S
．S

ミ

¢
＼
S

ミ

C
＼
M

出
ト

○
－

＋
M N l＝＞

N ｛ヽ ＞

即

【 ヨ

叫

ふト

；ヽ

l ト ト

K

山
川

′
て

盛

哨

′て

○
∞

き

00
CN

百

O
C

摩
和
露
轄

∈

－

▼→

Ⅰ

∽

Q

〃

七

卜
山
叫
部

椒
．¶

軸
荘
轄
じ
仙T
Q
佃
島

瀬

国

嘩
怠
望
一
日
嘩
H

（
嘩

こ

宙モモ

∽ミ ミ ≒

如
トP

句
U

も、
寸N rr ．ヽ⊂〉
＼＼ ＼ ＼
l ′つ寸 れ リー

ー
ヾ

．寸
出

ゝ
rS
．ト

ヽ
ヽ

．S
出
ト
○
－

＋
N く＞M ⊂＞
N N M n

一日臼ヒ

q

ノゝ ト

；ヽ

1「ヽ

K

如
品
性
だ

∈

【

N

l

∽

中

も封
ふ

n 街

劉
毒さ¢ ミミ

牟

∽

如彗モ

細
ト中

細≒モ句
U

本

dtく
S

M
＼
吋

■モ

出
ト
O
T

寸
＼
¢

一く
S
．寸

■モ▲モ

■■J †N l⊂ ＞ ⊂ ⊃

■1 N N

0
宍

≧
r
O
O
¢
S

百

○
∞
N

山王拒

中食 辱

把三貴く
峨極
性・東国

M
－

ト

も胡
ふ

n 懸

笹轟 モ封

一芸

ゴロモ音

M・てr l′一寸
＼＼ ＼ ＼

．t′）サ l′つ
M ．

．M ．1′＞

、

、

ト

ト

与恥

I

lト

恒
慈
海

鮮
鶴
首

O

N

C

L声
00
品

百

○
ト
N

寸
－

ト

も却
ふ

n 駈

宙ゝモモ

∽

岩亡喜≒

旭
トP

中細 モ句
U

l れ

n 」ヽ⊂い、亡〉寸
＼＼ 、、＼
N U つ l′ ）リ ー

出ぷ パ パ

≧モ≒ミ
▼－ヰ

l′つ t′つ ⊂＞ t⊂＞
▼・→ M m

叫

ふ
ト

l 卜

ぺ

恒
慈
簿

辞
鎖
骨

C

－

S

蝦溢 モ

坊
∽
d
∈

一
－h

叫

ヰ［抽 ≒

M 、ヽ⊂〉 寸
＼＼ ＼
N 勺 1 リー

▲モーヾ

出
ト
○
－

N の く⊃
▼－」 N

寸

l

∽



昭和50年虔林業試験場四国支場年報

O
T
や
．
一
∽

㌃
・
〇

一
芸

．爪石

一
芸

．
T

苫
S
．C
S
T

¢
ト
T
．
N

C
ト
l
S

．S
一

や
S
N
れ
N

．〇

一芸

焉

．ヨ

宍

S
N
寸
．
〇

N
T
ト

．〇
や

叫
ザ
コ

．N

S
l
00
．等

¢
N
M

．N
N

か
一
か
．
ト
〇
一

l苫

．冨
N

M
00
S

．〇

C
ト
C
．〇

一
ト
∽

．S

望
Yサ
ー
∽
．害

冨

－
N
S
．
〇

N
ト
〇

．C

N
ヨ

れN

の
N
S

へ
c

O

S

O

S

S
C
－
S
や

．C
一

苫

S
ト
て

○

S
C
て
T

ト
笠
害

．C
二

宗
2
：

C
冨
＜
c

O
N
芸
「

¢

ト
S
C
0
1

．〇

N
か
か

れ
N

か
ト
C
－
〇

．九こ

M
S
一
票

．〇

S
ヨ
Y

l
宗

．C

票

ト
○
か
．C
S

撃

ふ至
ミm

良

男宅
賂）
鞋

（

ふ3
那

Q
．J己

棄I‾盲
．〇墨萱

世

奄

世

恒

基

軽

電

ふ貢
那）
8

．】己

空
Y
－
．寸

蔚Ⅰ‾云‾

姦

樵

妄壷違背‾1

鮎藩）l ヨ
（

て
0
1

d

q

○
∽

O

S

寸

．¢

∞
．
S

「

ト

O

S

｛ヽ〉 ヽ、C l

寸ト

O

S

N

．ト

M

N

寸

．C
－

＼⊂〉 l＝＞

▼・一l 一てr
▼・・・・」

。
七

J
召
妹

分
叫
じ
心哨
鮮
吏
り
下
増
七

J
対
照

㌣
辞
桝

那

へ璧
鮮
奄

（
出

3

丁
ト・
Nヨ

l ヨ

C

－

山
く

車

仲
琵
ヨ
哀

■

●

■

／

■
＼

l

粒
蛸
概

C
一

仙

中

モ

M N
▼－・1 ▼・・・・1

野植

絆藩

冨芸享l 岩 言 …

芸甲 コ コ コ

冨Sl 書 ≡

ト
〇

．ト
¢
一

ト

ト

叫

ふ

ト

l卜

K

く

車
仲
田
賛
定

位
磐
舟

ト

ト

与尽

I

lト

く

蕃

姫
団
ヨ
長

粒
感
筒

中

≒

く

黄
悼
W
叫
≡
蛋

白

ミ
山
m
転
和
讃

t
 
l
ト

か

栂

C
 
l
↑

N
I

↑

礎

蜜

習

芯

盲

榊
照

i ニ 4 8 －

蝶
瀬
棚
需
吋
台
崩
じ
叫広
域
讃

ト
N
－
哨



昭和50年度林業試験場四国支場年報 －4 9 －

）

一

2

0

8

1

▲

2

血

l
 
l
 
l

（

樹

高

テー ′マ ツ

T － 8

T 一 ▲

T － 1

T － 2

計井 式

T － 1 Y ＝l ．8 4 53 5＋ 0 ．24 23 0 ×

T － 2 Y ＝ 2 ．0 3 567 ＋ 0 ．20 45 2 ×

T － 3 Y ＝l ．7 5 926 ＋ 0 ．き3 10 3 ×

T － 4 Y ＝l ．‘5 58 8＋ 0 ．き5 61 ¢×

S － 1

S － 1

S － 2

S － 3

S － 4

計暮 式
Y 王0 ．8243 8＋0 ．訂9さ5 ×

Y ＝0 ．6さ90 8 ＋0 ．308 71 ×

Y ＝0 ．さ3 20 丁＋0 ．328 13 ×

Y ミ＝0 ．94 62 6 ＋0 ．3 30 28 ×

＄一 2

S － 3

S － 4

スラ ッシ ュ マ ツ

之▲ 6 8 10 12 14 1¢ 18 20 22 24 26 28 知（血 ）

胸高 直 径

図一18 調査地別胸高直径に対する樹高

そして，1976年 1月に愛媛県東部の民有林と，西条営林署管内の国有林で，テーダマツとスラッシュマツ

の林分について，それぞれ 2 か所ずつ合計 8 か所の調査をした。

調査結果の うち，これまでにとりまとめた分として，土じょう調査を表一26に，生長状況を表一27および

図－18に示 した。

調査地数が少ないために，林分構造の比較は現段階でほ避 けなければならないが，民有林では国有林より

も，生長が優れているようである。

なお，民有林の調査地 4 か所の内 3 か所は手入れがゆきとどいていた。

一一方 ，国有林の調査地は前に面 し，シダが全面的に発生 しており，土じようもB B 型で宿意林地の様相を

示していた。

このような環境に植栽されたテーダマツとスラッシュマツは，はとんど同じ条件のもとにありなが ら生育

状況は後者が前者よりも良好であった。

両者の生長差につ いて，大いに関心のあるところであり，今後の調査 も可能な限り2 樹種の林分を対照さ

せながら行 う予定である。

当初，調査対象地は，過去に諸害を大きく受けてない生育良好な林仙を予定 していたが，これまで調査し

た林分のうちには，この方針からはずれた調査地，番号T － 2がある。

この林分は非常によい生長をしてきたが，昭和43（1968）年 2 月に四国地方にしては大雪（40～50cmの積

雪）があり多数の被害木が発生した。

この林分の生長がよかったのは，表－26に示 したよ うにスギに適する土じょう型でありマツ類としては他

に例をみない植栽地のためである。

現在の林分は，成立本数は少ないが，残存木の多 くが用材 として利用可能なほど生育 しているので，最終



ー5 0 － 昭和50年度林業試験場四国支場年報

的なとりまとめの参考資料とな り得るものと考え，調査をおこなった。

また林分構造そのものには問題はないが，調査地番号 S － 2 は海岸から100m 弓弓の所に位置 している。こ

れは以前塩田であったテ如こ事業廃止後花崗岩のマサ土を入れ，埋め立てた平地に，植栽したもので特異な立

地である。

昭和51（1976）年度は，徳島県 と愛媛県のテーダマツとスラッシュマツの調査を，52（1977）年度は香川

県，53（1978）年度は高知県のそれらの林分を調査 し最終年の54（1979）年度は，不足資料を補充 しながら

とりま とめ る。

また，外国巌マツ類の調査と五色行 して， ヒノキの林分について同様な調査をおこない，それらとの生育環

境の比較分析をおこなう予定である。

（ 森下 義郎，都築 和夫，吉田 実，佐竹 和夫，佐藤 俊，井上輝一郎，岩川 雄幸）

結晶片岩地帯地すべ りの発生機構に関する総合研究

この研究の趣旨の概略はつぎのとおりである。

わが国の地すべり現象の大半を占める破砕帯地すべりのはとんどが，結晶片岩地帯に集中 している。結晶

片岩地帯はわが国の各地域に分布が見られるが，特 に四国地方の徳島，愛媛，高知の各県にまたが り，顕著

に発達 しており，ここでは一般に地形が急峻でかつ山麓緩斜面が農林業や生活の場として開発，利用されて

きた0 近年このような山麓緩斜面の土地利用が高度に進められているが，地すべ り常襲地帯であるため，多

大の被害がしばしば生 じており，地域開発を進める上からも地すべ りの予知や防止対策が重要な課題 となっ

てい る 。

結晶片岩地帯地すべりは，変動様式が概 して緩慢であること，地すべ り地の面積，体積とも大きいことな

どが特徴とされている。また通常の地すべ りと比較 して変動様式が複雑かつ大規模であることなどか ら，予

知や防止対策上の根幹となる地すべ りの発生機構の解明が非常に立ち遅れた状態にある。この研究では地す

べり地（徳島県三好郡木藤地区）を試験地として選定 し，植生，土壌，土質力学，地下水，風化変質，地形

などの各要馴 こついて総合的な調査研究をおこない，最も肝要でありながら未解決のまま残されているすべ

り面（又ほ層）の性状，生成粍構，動態をはじめ，地下水の影響，独特の変動様式等を解明 し，地すべ り発

生機構を明らかにして，結晶片岩地帯地すべりの予知，防止対策研究の進展に寄与するとともに，今後の国

土保全，地域開発に役立てようとするものである。

当研究室は地すべり地の植生，土壌学的研究の一部として表層移動調査と土壌の堆積様式の調査を担当す

ることにな った。

表層移動調査は林地における表層移動の実態を調査 し，地すべ りと地形，土壌の堆積様式，植生，根系，

土壌の性質等との因果関係を 明らかにすることがねらいである。 今年度は崩積土と葡行土に調査地を選定

し，地表移動用測定杭を 1か所 130～220 点と，深 さ1 m 以内の土層移動用測定杭を 1か所 20～30 点設定 し

た。土塊の堆積様式の調査は，地すべり地およびそれに接続 している林地約 5．7九8 を対象におこなった。こ

の調査は来年度以降も継続する予定であるから，対象区域全域の調査終了後に区分図を作製する。

（ 佐藤 俊，井上輝一郎，岩川 雄幸）
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マツ 類 材 線 虫 の 防 除 に 関 す る 研 究

昭和43（1968）年度から4 か年計画で特別研究「まつ くいむ しによるマツ類の枯損防止に関する研究」が

行われた。この研究の途中でマツノザイセンチュウが発見され，いわゆる「まつ くいむ し」の主因はこの線

虫であり，またマツノマダラカ ミキリがこの線虫を媒介することが明らかになった。これらの事実の解明に

よりまつくいむし防除の研究は急速に発展 し，昭和47（1972）年度の「材線虫によるマツ類の枯損防止に関

する研究を経て，昭和48（1973）年度から3 か年計画で再び特別研究「マツ類材線虫の防除」が行われるよ

うになった。昭和50（1975）年度はこの研究の最終年度にあたる。いわば，過去10年におよぶまつ くいむ し

防除研究の総仕上げの年であった。したが って，保護研究室では業務の重点をこの研究におき，有終の芙を

かざるべ く努力 した。昭和50（1975）年度に行 った研究項目のおもなものは，四国におけるマツノザイセン

チュウの生態，寄生性，寄生性発現に関与する環境条件，薬剤防除の問題点およびマツノマダラカミキリの

地域別経過習性に関することなどであった。以下具休的な研究結果について説明する。

マツノザイセンチ ュウのヒメコマツ（ゴヨウマツ）に対する病原性

目的 ：マツノザイセンチュウが ヒメコマツ（ゴヨウマツ）に対 しても病原性を示すか否かを接種実験によ

って確かめた。

方法 ‥ジャガイモ寒天培地に培養した 加 fけf才＝ ～乃g柁α菌を餌として，マツノザイセンチュウを増殖さ

せ， ベルマン民法によって集め，蒸潜水浮辞液 とした後， ヒメコマツの幹に接種した。接種時期ほ昭和50

（ 1975）年 7月21日，接種線虫数は 1本あたり約35，000匹であった。

結果 ：（表－28参照）

マツノザイセンチュウはヒメコマツに対 しても強い病原性を示 した。また，接種木のすべてからマツノザ

イセンチュウが再検出された。

マツノザイセンチュウのヒメコマツ（ゴヨウマツ）に対する病原性

供試 木

本 数
標高
（ 平均）cm

根元直径
（ 平均）m！

態t 異常化～枯死の割合（％）

別 半月 後 か月 後

ヒメ コ マ ツ

（ 4 年生）

ツマロク

（ 3年生）

．．
．．
．．
一

一

－
－

5

4

5

2 0′〉 3 2

（ 2 7 ）

1 1′ ｝ 1 4

（ 1 2 ）

2 き茄子3 】 1竿㍍壬4

33′〉 7 5

（ 59 ）

8 ′～ ・1 0

（ 9 ）

4
53′〉 6 2

（ 5 6 ）

10′〉 1 2

（ 1 1）

接種

無接 種

8 0

0

接種

無接 種

4 0

0

1 0 0

1 0 0

（ 寺下隆喜代）

長期間人工培養をつづけたマツノザイセンチュウの増え方および病原性

目的 ：2年間寒天培地上で移植を繰 り返 したマツノザイセンチュウは増え方や病原性等に変化をおこすか

否かを明らかにする。

方法 ：ジャガイモ煎汁寒天上の β〃fけf才＝ f乃grgα菌を餌として 2年間培養を繰り返したマツノザイセン

チュウと被害材から新 しく分離，培養したマツノザイセンチュウについて次の 実験を行った。 1 ）上記同
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様の方法でクロマツの幹に接種する。 2）マツノザイセンチュウの培養 したものから幼虫だけを選び一一匹ず

つ且 亡加ゼrgαを餌として飼育する。1週間後それらの成育を調べ雄，掛こ分ける。雄 5匹および雌5 匹を

直径 9 cmのベ トリ皿に少 しだけ広がらせたβ．cf乃grgαの菌糸層中に入れる。このベ トリ皿を 250c に静置

し， 1週間後および 2週間後，ベ トリ皿中のマツノザイセンチュウをすべて数える。

結果 ：（表－29～30参照）

長期間人工培養を繰 り返 したマツノザイセンチュウは寒天培地上における増え方がかなりおそくなった。

しかし，病原性は大して低下 しなかった。

義一29 2年間人工培養を繰り返したマツノザイセンチュウと新 しく分離，

培養 したマツノザイセンチュウの増え方の比較

分

供試マツノザイセンチュウ

離源

1 973年 6 月，四国支填で羽化したマツ
ノマ ダラカ ミキ リ

培養継続期間

ペ リ皿一枚あたりの線虫数

週間 後

（ 平均）＊

2 週 間 後

2 年 3 か月

1 975年 6 月，高知県須崎市郊外の枯死
アカマ ツ

1 975年 9 月，愛媛県越智郡波方町郊外
の枯死クロマツ

1 975年 9 月，愛媛県酎宇和郡三崎町郊
外の枯死クロマツ

3 か月

2 か月

2 か月

200 ′〉 5 ， 9 0 0

（ 16 ，00 ）

8，7 0 0 ′〉 3 9 ， 8 0 0

（ 2 2 ，6 0 0 ）

1，6 0 0 ′〉 2 ， 6 0 0

（ 2 ，10 0 ）

1，6 0 0 ′〉 6 ， 7 0 0

（ 3 ，8 0 0 ）

6，3 4 0 ′〉 1 3 4 ， 9 0 0

（ 6 7 ，6 0 0 ）

170 ， 0 0 0 ′〉 5 2 7 ， 0 0 0

（ 3 4 2 ，0 0 0 ）

242 ， 0 0 0 ′〉 4 2 5 ， 0 0 0

（ 3 3 5 ，0 0 0 ）

4 3 6 ，0 0 0 ′～ 6 0 5 ，0 0 0

（ 5 2 3 ，0 0 0 ）

＊ベルマン民法によって線虫を集め計数した。計数は設置後 5 日間おこなった。

表－30 2 年間人工培養を経 り返 したマツノザイセンチュウと新 しく今離，培養

したマツノザイセンチュウの病原性の比較

接種 木 の 状 態＊＊
接種マツノザイセンチュウ＊

1 973年 6 月羽化したマダラカミキ リ
から分離，培養 し， 2年間人工培養
を繰 り返したもの

本数l（晶）監）！
5 0 へ ′5 9

（ 5 6 ）

根元直径
（ 平均）（m ）

8′〉 1 6

同上の線虫を1975年 6 月クロマツに
接種 し，再び分離，培養したもの

4 3 ′・〉 6 5

（ 5 4）

1 975年 6 月，高知県須崎市郊外の枯
死アカマツから分離培養 した直後の
もの

0′
h
U

）

～

53

′
h
V

（

4

ー

！

－

－

⊥

＊接種数は 1本あたり23，000～25，000匹

＊＊ 3年生鉢植えのクロマツ，接種時期は1975年 7 月下旬

山
石

（

り

0

0

）11（

異常化～枯死の割合（％）

望月里＿Lヱ空準＿」

4 0

0▲
‖H

）

0′

0

6 0

8 0

1 0 0

3 か月後

6 0

1 0 0

1 0 0

（ 寺下降喜代）

四国産マツノザイセンチュウと九州産ニセマツノザイセンチュウの交配

目的 ：昭和49（1974）年度の研究によって四国産のマツノザイセンチュウとニセマツノザイセンチュウは

交配可能であることが明らかになった。しかし，マツノザイセンチュウを母親とし，ニセマツノザイセンチ

ュウを父親とした場合，この逆の交配の場合に比べて子供の数が多いとか，生れた子供の大部分のものは雌

である等の特性が認められた。四国産のマツノザイセンチュウと他地方産のニセマツノザイセンチュウとの

交配においても同じ結果が得 られるか否かを明らかにするのが 目的であった。

方法 ：2 週間試験管培養をしたマツノザイセンチュウから幼虫だけを選び，一匹ずつ飼育 した。ほぼ 1週
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問後それ らの成育状態を調べ，堆．，雌に分け，両種の雄，雌をそれぞれ 5 匹ずつ寒天培地上に広がらせた

且ci乃grgαの菌糸層中に入れた。これを 250c に静置し， 1 週間後および 2週間後，線虫の総数，幼，成

虫の割合，堆，雌の割合あるいは雌の尾端の形などを調べた。

結果 ：（表－31参照）

昭和49（1974）年度におこなった四国産のマツノザイセンチュウとニセマツノザイセンチュウの交配の結

果とほとんど同じ結果が得られた。すなわち

1 ）マツノザイセンチュウを母親とし，ニセマツノザイセンチュウを父親とした場合，この道の交配の場

合に比べて，より多 くの子供が生れた。

2 ）生れた子供の大多数のものは此旺で，また，，それらの尾端の形はニセマツノザイセンチュウの雌の尾端

の形に似ていることが多かった。

3 ）奇形のものが少数現われた。

4 ）交配 によって生れた雌とマツノザイセンチ ュウの堆あるいはニセマツノザイセンチュウの雄との間に

交配がおこる可能性は認められなかった。

表－31 四国産マツノザイセンチュウと九州産ニセマツノザイセンチュウの交配

（ 堆 5 匹×雌 5 匹，250c ）

交配 後 の

調査 時 期
交配 区 分

B ．ゼ．♀
×

S p ．－ 5 ＄

B ．ゼ．含
×

S p ．－一5 ♀

1 週 間 後

交配し

た証明

＋

＋

＋

臥ゼ．♀
×

S p ．－ 5 杏

B ．ゼ．令
×

S p ．－ 5 ♀

2 週 間 後

十

＋

＋

検出線

虫絵数

検出
幼虫

数

〝

谷数

5 0

3 6

6 0

2 4

1 2

3 0

8

9

7

〝

♀数

2 7

1 5

2 3

3

1

q

ノ

l

0

3

0

1

5

亡
J

2

3

4

♀ の尾 端 の 形

B 諾・ lSp盲5】不塑詳
4

4

5

0

1

0

1 6

1 1

1 5

7

0

3

0

3

′
h
U

3

4

3

3

O

1

2

1 1

1 2

9

6

6

1

3

2

3

2

3

2

2

0

0

2

3

2

1

2

2

2 9

1 8

1 8

0

0

0

1 1 0

＊B ．g ．：マツノザ イセンチ ュウ

S p．－ 5 ：ニセマツ ノザイセ ンチュウ

（ 寺下隆喜代）

マツノザイセンチュウ耐久型幼虫のマツ到着後の行動

目的 ：マツノザイセンチュウは耐久型幼虫となってマツノマダラカ ミキリに運搬 される。耐久塑幼虫が宿

主であるマツに到着した場合，そのままの形で樹体内に侵入するかあるいは脱皮して侵入するか等について

明らかにする。

方法 ： 1 ）鉢植えの 3 年生クロマツのシュー トの先端から2～ 3cm下の部分を鋭利なかみそりの匁で水

平に切 り，切 り口に耐久型幼虫の蒸潜水浮茄液を 1～ 2滴，滴下 した。5 時間後接種面か ら一定の長さにシ

ュー トを切り分け，おのおのから線虫を再分離 し，その形態を調べた。接種浮済液中 1～ 2滴中の線虫数は

2 00～700匹であった。なお，それらのうち5 ％程度のものは成虫となっていた。 2）同じく3年生クロマツ



－5 4 － 昭和50年度林業試験場四国支場年報

のシュー ト（20～30cm）のほぼ中央部に直径 4m 程度の穴をあけ， 1）の場合と同じ線虫浮薪液を 1～ 2 溶

接種 した。 5 時間後，接種場所から上下に0．1～1．Oc皿の部分を切りとり，それらから線虫を回収 して，その

形態を調べた。

結果 ：（表“32～33参照）

上記の 2実験において，再分離 されたマツノザイセンチュウの大多数のものは耐久型幼虫の形態を保って

いた。すなわち，マツノザイセンチュウは耐久型幼虫の形で樹体内に侵入し，以後の脱皮は樹体内で行われ

ると考えられた。

表一32 マツ当年枝の先端切口に耐久型幼虫を接種後 5 時間のマツノザイセンチュウの回収

線虫 回 収 材 料

接種面からの取離（cm） 丁滝壷表㌻盲云
0′〉 0 ． 1

0 ．1 ～ 0 ． 6

0 ．6 ′ 〉 1 ． 0

1． 0 ′〉 2 ． 0

1 0

2 8

2 9

5 6

回収 線 虫 数

（ 匹）

3 9

6

2

2

回収線虫総数中の耐久型

幼虫の割合 （％）

9 0

1 0 0

1 0 0

1 0 0

表－－33 マツ当年枝のほぼ中央に耐久型幼虫を接種後 5 時間のマツノザイセンチュウの回収

線虫 回 収 材 料

接種口か らの距敢（cm）

上へ0．2〈 ′1．0

0 士0．2（接種口）

下へ0．2′～1．0

乾燥重量（m g）

回収 線 虫 数

（ 匹）

6 8 ，
】

8 6 】

1 8

4 2 0

1 8

回収線虫総数中の耐久型

幼虫の割合 （％）

9 4

8 5

1 0 0

（ 寺下隆喜代）

マツノザイセンチュウの形成層の外側と木部に対する侵入の違い

目的 ：マツノザイセンチュウがマツに到着 し，樹体内に侵入する場合，形成層の外側すなわち皮層を主と

する部分と木部とではどちらに多くあるいは早く侵入するであろうかという点を明らかにする。

方法 ：鉢植えクロマツの当年枝，2 年技および 3 年枝の先端を鋭利なかみそりの匁で水平に切 り，直ちに

切口にマツノザイセンチュウの蒸潜水浮辞液を 1～ 2滴，滴下 した。 3 時間後，それぞれの接種面から1皿

の厚さだけを取 り除き，下方の部分を一定の長さで採取 し，それ らを木部とその外側（主 として皮層）の部

分に分け，これら各資料からマツノザイセンチュウを回収した。接種に用いた線虫は人工培養をしたもので

ある。

結果 ：（表－34参照）

いずれの実験においても，マツノザイセンチュウは木部よりもその外側すなわち，皮層を主 とする部分に

多くかつ達 くまで検出された。すなわち，マツノザイセンチュウは最初，木部よりも皮層を主 とす る部分に

早くかつ多 く侵入すると考えられた。ただし，接種 は枝の切口に行ったものであるから，マツノマダラカミ

キリの後食によっておこる侵入の場合も，同じであるか否かはさらに検討を要する。



表－一っ4

接種 枝

当年 枝

2 年 技

3 年 枝
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マツの木部およびその外側に対するマツノザイセンチュウの侵入の違い

接種面からの

距離（cm）

0．1 ′〉 1 ． 0

1．0 ′ 〉 2 ． 0

2．0 ′〉 3 ． 0

0 ．1 ～ 1 ．0

1 ．0 ′〉 2 ． 0

0 ．1 ～ 1 ．0

1．0 ′〉 2 ． 0

2 ．0・－3 ．0

木部の外側（主として皮層）

供＿試＿材 料 の l回 収 線 虫 数

ーー 5 5 － ・

木部

供＿試 材 料 の l 回 収 線 虫 数
乾軽重星也 L＿＿＿＿l

2 5

2 6

3 5

（ 匹）

9 8

1 8

1 0

4 8

4 9

5 5

6 4

6 7

1 0 9

1 2

7 9 0

7 6

5 8

乾燥重量 （ m g ）

4 7

4 6

5 5

（ 匹）

4 4

0

0

1 0 6

1 0 8

1 9 1

2 2 2

2 2 4

0

0

4 2 0

マツノザイセンチュウのマツ到着後短時間の行動

目的 ：マツノザイセンチュウが宿主であるマツに到着 してから数時間後まで，樹休内にどの程度侵入する

かを明らかにする。

方法 ：鉢植え 3年生クロマツのシュー トの先から2 ～ 3 cmの部分を鋭利なかみそりの匁で水平に切り，直

ちに切口に マツノザイセンチュウの蒸潜水浮済液の濃厚なものを 1～ 2清，滴下 した。 以後一定時間どと

に，接種面から下の部分を切り分机 各部分からマツノザイセンチュウの回収を行った。接種線虫は人工培

養をしたもので，注射針で滴下した場合， 1滴中の線虫数は5000～10，000匹であった。

結果 ：（表－35参照）

表脚35 マツノザイセンチュウ珪種後0．5～6時間の樹体からの線虫の検出

接種
面からの
距離

（ c m ）

0．1 ′ 〉 0 ． 5

0．5 ′｝ 1 ． 0

1．0 ′〉 2 ． 0

2．0 ′〉 3 ． 0

3 ．0 ～ 4 ．0

4．0 ′〉 5 ． 0

5 ． 0 ′～ 6 ． 0

6 ．0 ′〉 7 ． 0

7 ． 0 ′－ 〉 8 ． 0

8． 0 ′｝ 9 ． 0

9 ．0 ～ 1 0 ．0

0 ．5

接種後円筒状に切 り分けた枝片からのマツノザイセンチュウの検出（匹）

時間 後

A ＊

2 5 0

B ＊串

2 1 7

1 5 7

1 時 間 後 2 時 間 後

4 4

1 8

2 3 4 8

2 4

3 1

2 0

3 9

3 時間後

9 0

4 5

2 0

1 1

1 3

¶吐＿
3 f

2 J

＊枝に傷を付けなかった場合

＊＊接種面の下方，ほぼ10cmの部分に傷を付けヤニを流出させた場合

4 時間後

1 5

1 4

1 1

1 2

2 0

3 2

1 1

1 1

6 時間後

2 3 7

8 0

3 7

2 0 0

1 1 3

9 1

6 8

7 7

1 2
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線虫はマツに到着後直ちに侵入行動をはじめ，6 時間後には10cmあるいはそれ以上樹体内を移動 した。ま

た，接種面の下方に傷があり，ヤニが流出している場合，そうでない場合よりも早 く移動 した。ただ し，本

実験の場合も，枝の切口に接種 したものであるから，マツノマダラカミキ リの後食によっておこる侵入の場

合も同様であるかはさらに換討を要する。

（ 寺下隆喜代）

マツノザイセ ンチュウの樹体の上下への広が り方

目的 ：マツノザイセンチュウがマツに到着 して侵入する場合，枝の上下方向への移動に差があるか否かを

調べる。

方法 ：鉢植え 3年生クロマツの当年枝～ 3 年枝（長さ20～30cm） のはぼ中央に直径 4 皿 程度の 穴をあけ

た。その穴 にマツノザイセンチュウの蒸潜水浮肪液の濃厚なものを 1～ 2滴，滴下 した。穴をパ ラフィンテ

ープでふさぎ， 3～ 5 時間後，穴を中心として， 1cm程度の長さに技を切り分け，各枝片から線虫の回収を

行った。接種線虫は人工培養したものであり，接種液 1滴あたりの線虫数は5000～10，000匹であった。

結果 ：（表－36参照）

マツノザイセンチュウの接種後の上下方向の移動には一定の傾向は認められなかった。すなわち，上下方

向の移動には差はないと考えられた。前出の表－33の結果も同様の傾向を示 している。

表一36 接種後のマツノザイセンチュウの上下方向への広がり方

接種点からの距離（皿）

上へ 3．5′－4．5

〝2 ．5 ～ 3 ．5

〝

〝

1．5 ′〉 2 ． 5

0．5 ′〉 1 ． 5

接種点 0土0．5

下へ 0．5′〉1．5

〝1 ．5 ′〉 2 ．5

〝2 ．5 ′〉 3 ．5

〝3 ．5 ′〉 4 ．5

＊5 時間後検出

当

円筒状に切り分けた枝片からのマツノザイセンチュウの検出（匹）

年枝＊ l

O l

O I

0

1 5

測定せず

1 6

年枝＊

0

0

1 4

0

＊＊ 3時間後検出

■

一－

3

年

0

2

0

1 5 1 7

1 8 5 1 1 3 4

3 1 5 6

ー1

1 2 1

0

枝＊＊

（ 寺下降喜代）

異なる月にマツノザイセ ンチュウを接種 したクロマツの枯痕

目的 ：高知市において， 1年の各月，マツノザイセンチュウを接種 した場合，いずれの期間に接種 したマ

ツに枯扱がおこるかを明らかにする。

方法 ：鉢植え 3年生クロマツの幹に人工培養をしたマツノザイセ ンチュウを接種 し，2 ～ 3 日室温（15～

3 00 c ）に静置した後，野外に出し，以後のマツの枯損状態を調べた。接種線虫数は 1本あたり2 ～ 3 万匹，

実験場所は支場内であった。

結果 ：（表－37参照）
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この研究は前年度から続けてきたものである。 1年を通じ， 5～10月に接種 したクロマツにほ枯損がおこ

った。しかし，11～ 4月に接種 したものにほ枯損がおこらなかった。

表－37 高知市において，各月マツノザイセンチュウを接種 したクロマツの枯損

接種時期＊

1 974年 7月

〝8 〝

〝9 〝

〝1 0 〝

〝1 1 〝

〝1 2 〝

1 975年 2 月

〝3 〝

〝4 〝

〝5 〝

接種 木

本数 】樹

3

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

高（cm）l根元直径（皿）

34 ′｝ 3 6

40′〉 4 3

34 ノ〉 3 8

30′｝ 3 9

33′〉 4 4

33′〉 3 7

3 0 ′｝ 3 9

33 ′〉 4 0

45′〉 4 8

42′〉 5 6

6 ′｝ 7

7′〉 8

7′〉 9

8′｝ 9

6 ′｝ 8

8′｝ 9

7′｝ 8

8′｝ 1 0

8 ～ 1 0

7′〉 9

1 か月後

3

3

3

0

0

0

0

0

0

0

異常化～枯死 した本数

2 か月後 1 3 か月後

3

3

3

0

0

0

0

0

∧

U

2

3

3

3

0

0

0

0

0

0

2

後
降

月ヽ

一
カ6

以

3

3

3

2

0

0

0

1

0

2

＊1 月および 6 月は実験 しなかった。

（ 寺下隆喜代）

マツノザイセンチュウを接種後異なる標高に置いたクロマツの枯痕

目的 ：マツノザイセンチュウの発病と標高との関係を明らかにする。方法 ：鉢植え 3年生クロマツのシュ

ートの先端にマツノザイセンチュウを接種し， 3 日間静匿後，高知県高岡郡越知町の横倉山標高（約1000m ）

の，標高約 100m の地点から100m の高さどとに標高約 800皿の地点までそれ らを移 し，以後の枯損状態を調

べた。接種線虫数は 1 本あたり約 2 万匹であった。接種方法はシュー トの先端 5cmを縦割 りにし，かつ木部

を露出させた後，ゴム管をかぶせ，下部をくくり，ゴム管の上から浮蔽液 とした線虫を注入す る方法であっ

た。接種木の設置時期は昭和50（1975）年 7月下旬であった。

結果 ：（表－38参殿）

いずれの標高に置いた接種木にも枯損があらわれた。ただし，標高の低いところでほ，早期に枯損が認め

られる傾向があった。また，標高の高 いところの枯損状態はマツノザイセンチュウによる典型的枯損とは多

少異なっていた。しか し，いずれの枯損木からもマツノザイセンチュウが再分離された。

表一一38 高知県境倉山の異なる標高に設置したマツノザイセンチュウ接種木の枯損

三二設
1 0 0 ± 1 0 1

2 0 0± 1 0

3 20 士 1 0

4 0 0 士 1 0

5 1 0 ± 1 0

5 9 0士 1 0

7 1 0± 1 5

8 10 ± 2 0

接種 木 異常化～枯死の割合（％）

本数 t 樹

5

′′

′′

〝

′′

〝

〝

〝

高（cm）l根元直径（m ）

47′〉 6 2

4 8 ～ 6 4

5 3 ～ 5 8

35′〉 6 6

4 4′〉 5 6

45′〉 6 5

47′〉 6 1

46′〉 6 8

後月半

10′〉 1 3

12′〉 1 3

10′｝ 1 3

1 0 ′一一 1 4

10′〉 1 3

10′〉 1 2

9′〉 1 1

11′〉 1 2

1 か月後 2 か月後

0

0

0

0

0

0

0

0

′
0

4

2

0

0

0

0

0

0

0

0

8

4

2

2

2

′
h
U

8 0

4 0

2 0

1 0 0

4 0

0

0

0

8

′
h
U

′
h

）

後月ヽ
一

，刀
3

0

0

∧

U
 
O
∧
U
 
O
 
O
 
O

O

O

4

2

∧

U

4

8

8

0

0

1

（ 寺下隆喜代）
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マツノザイセンチュウ接種後のヤニの流出不良をおこす時期および場所

目的 ：マツノザイセンチュウ接種後，ヤニの出方の悪 くなる最初の時期はいつ頃か，また，どこからヤニ

の出方が悪 くなりはじめるか等を明らかにする。

方法 ：鉢植え 3年生のタロマツのシュー トの先端か ら2～ 3cm下の部分を鋭利なかみそりの匁で水平に切

り，切口に人工培養を したマツノザイセンチュウを接種 した。以後一定時期どとに，主軸の各所に傷をつけ，

ヤニの流出程度を調べた。傷をつけた場所は，接種面から 1cm下のか所を最初とし，以下10cmおきのか所で

あった。接種時期は昭和50（1975）年 7 月下旬で，接種量は供試木 1本あたり6，000～8，000匹であった。

結果 ；（麦－39参照）

ヤニの流出不良は接種面に近いといろからはじまった。また，早い場合，接種 3 日後にヤニの流出不良が

おこった。ただし，接種場所がシュー トの克端以外の場所であっても，同様の結果が出るかどうかというこ

とについてはさらに検討を要する。

表一39 マツノザイセンチュウ接種後，ヤニの流出不良をおこす時期および場所

調査 時 ．期

日後

後日

後日

日後

供試 木

樹

▲n
7

′▲
U
 
A
】
′
h
V

A

】

－．ヽ

J

7

7

87

9

8

．A

】

′
h
V

．A

－

′

n
）

7

7

97

一

54

54

54

A

】

一

4

一

4

3

3

A

】

5

5

7

9

盈l根元直息
8

8

8

9

9

各調査場所におけるヤニの出方

接種 面 か ら
1 cm下

＋

＋

＋

＋

＋

8

8

8

8

1 1

7

7

7

〝l 〝

2 1cm下

＋

＋

＋

＋

＋

＿】吐些王

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

一

一

7

7

1

8

0

1

1

＋

一

士

土

山

＋

＋

＋

＋

＋

土

＋

＋

±

＋

＋

＋

＋

（ 寺下隆喜代）

マツノザイセンチュウのマツヤニ中での生存

目的 ：マツノザイセンチュウがマツノマダラカミキ リの後食 にともなってマツに侵入する場合，後食跡か

ら流出するマツヤニに出合うと考えられる。この場合，マツヤニはマツノザイセンチュウに対 してどのよう

な影響を与え るかを明らかにする。

方法 ：3年生クロマツのシュー トの先端から2～ 3cm下を水平に切 りヤニを流出させ，ほぼ 1～ 2 時間後

切口にたまった ヤニを針でかきとりスライドグラス上に滴下 した。 人工培養をしたマツノザイセンチュウ

をベルマン民法によって集め，濃厚な蒸潜水浮済液とし，その 1 滴を注射針を用いてスライ ドグラス上のマ
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ツヤニ中に注入した。一定時間どとにマツヤニ中のマツノザイセンチ土りの生死，活動状態等を顕徽鏡観察

によって調べた。

結果 ：（表－40参照）

注入したマツヤニにほ，線虫浮辞液の水がスライドグラスの底にひろが った。線虫ほ，最初，その水中で

活発に行動した。水分の消失にともないマツヤニ中に移 り，動きは多少鈍 くなった。そして比較的早い時期

に死ぬ個休が多かった。しかし，少数のものはマツヤニ中で8～ 9時間以上生存を続けた。一坊 ，蒸潜水浮

済液だけをスライ ドグラスに滴下 した場合，水分がなくなるとともにすべての線虫ほ死んだ。そして水を加

えても生き返らなかった。以上の結果ほ林試九州支場で報告された結果とはば同じである。

ヤニ流出力の強い樹種はマツノザ イセンチュウに対 して抵抗性が強いといわれている。 しか し，現実にク
■

ロマツ， アカマツ等にマツノザイセンチュウが 侵入する場合， ヤニは雨水による線虫の流亡を防 ぐととも

に，乾燥死をも防 ぐあるいはおくらせ る働 きをす る可能性があると考えられる。

表－40 マツヤニ中に入れたマツノザイセンチュウの生存期間（人工培養線虫使用）

経過 時 間

マ
ツ
ノ

ザ

イ

セ

ン

チ

ュ
ウ

の
状

態

必1

（ 約 200匹）

生存率（％）

運動＊＊

ノ広 2

（ 約80匹）

ノ広 3

（ 約20匹）

．砿 4

（ 約10匹）

」」：

8 0 ～ 9 0 】

1 十

2 i

6 0

1 ＋

芸存率（芸j了0ごOiご

3 1 4

5 0

刊－

5 ♂

十ト

5 l 6 い l 8 1 9

2 5ごOl25ごpi25：30
3 0

＋

3 0

＋

≡存率（冨‡ごllO二20】ご
生存率（％）

運動

8 0

」＋

3 0

＋

1 0

十

3 0

＋

1 0

士

3 0

＋

1 0

±

1 0

±

0

2 0

十

1 0

±

2 0

＋

2 0

＋

1 0

±

＊：1 時間後まではマツヤニ中に水滴がまざり線虫は水溶中を活発に運動した。しか し，

ではこれらの水滴はすべて消失 していた。

＊＊＝十：活発にうどく

＋：ゆ っくりうど く

±：ひん死の状態

一：死

1 0

ー一三」仙に一
ごl 士

1 0

士

2 時間後

（ 寺下隆喜代）

1 0

＝ヒ

ヒノキに対するスミチオンの影響

目的 ：昭和49（1974）年度，高知県下において，ス ミチオン空中散布地のヒノキに枯揚が生じた。スミチ

オン（M E P ）および同剤にジプロムエタン（E D B ）を加えた薬剤のヒノキに対する薬害の有無について

明らかにする。

方法 ：支場構内のヒノキの 3年生宙 および 10年生造林木（ 1 部は補植）に対 し， 昭和 50 年 7 月上旬，

M E P （50％）およびM E P （40％）＋E D B （20％）の地上散布を行い，以後定期的に散布木の生育状態

を調べた。散布薬剤の濃度はM E P の場合，10，20および40倍で，M E P ＋E D B の場合， 8 ，16および32

倍であった。昭和49（1974）年度，被害のあった場合の，薬剤はM E P ＋E D B で，その濃度は16倍であっ

た。この濃度のM E P 含有量はM E P 単独20倍の場合と同じである。薬剤散布量は ヒノキ 1本あたり3年生

苗木の場合60～75m β，10年生造林木の場合，200～300m でであった。

結果 ：（表－41参照）

苗木，造林木いずれに対 してもス ミチオンは10％内外の枯損をおこした。薬剤濃度と枯損率との間にはは
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っきりした関係は認められなかった。

被害は散布後 2 ～ 3 週間で現われはじめ菓は光沢を失い，再録褐色になり，わずかなカでこす つてもボロ

ボロと落葉 した。 1 か月後では被害菓は赤変 した。

造林木の場合，被害はすべて 1か月以内に現われ，それ以後新 しい枯損はおこらなかった。一般に，被害

の現われ方に個体差が大であった。その原因についてはさらに検討を要する。

表－41 M E P およびM E P ＋E D B のヒノキに与える影響

散
布

M E
P

3 年 生 首

1 0年生造林木

、、＼
、’＼ 時期別

濃度＼＼ぞ
上蜘 b

5 ．0

2 ．5

1 ．2 5

0

供試

本数

P M E P＋EDB

異常化～枯死の割合（％）

唾竺
2 0

〝

〝

〝

5 ．0

2 ．5

1 ．2 5

0

1 3

1 5

1 5

1 3

5 ．0

0

0

0

5 ．0

0

0

0

供試

本数

異常化～枯死の割合（％）

1 か月後！2 か月後】3か月後

1 0 ．0

0

0

0

1 2

〝

〝

8 ．3

0

0

8 ．3

0

8 ．3

左を 適 用

1 6 ．6

0

8 ．3

0

6 ．6

1 3 ．3

0

0

6 ．6

1 3 ．3

0

6 ．6

1 3 ．3

O l o

1 3

1 0

1 0

8 ．3

0

1 0 ．0

左を

8 ．3

0

1 0 ．0

適用

8 ．3

0

1 0 ．0

（ 寺下隆喜代）

マツ ノマダラカミキ リの個体群密度の変動要因

1 ．枯損木での調査

今年度は，須崎市浦の内と室戸市羽根か ら1．Om に玉切った枯損木を採取，産卵かみ跡を調査したのち，

野外の網主に保存 した。昨年度の浦の内，竜羽根の枯損木については，成虫脱出後ステージ別の死亡と死亡

要別を調査 した。これらの資料については，今年度の枯損木の成虫脱出後の調査資料，今まで行ってきた調

査資料と併せ，功虫期以降の死亡と要因等について取りまとめをする予定。

2 ．脱出成虫の生存曲線の調査

脱出から産卵までの成虫の死亡は，枯境木の発生，虫の個体群密度と関係があるので，今年度は予備調査

として，浦の内（枯損木の継続調査林），竜（浦の内の近 くで小面積の林）と羽根（高知県東部の最近の被

害林）の枯損木から脱出した成虫を材料として，個体と対にして飼育 し，個体群変動に関係をもつ約 3か月

間の生存曲線を調査 した。結果，予備的な調査であったが，場所によって生存曲線は異なっていた。また，

脱出成虫の死亡虫から，枯損木内での死亡と同様な病気によると思われる死亡が調査された。

（ 越智鬼志夫）

野生鳥獣の保護増殖に係る体系的手法の開発に関する研究

（ 環境庁委託国立機関公害防止等試験研究）

烏鞍生息数センサス法の確立，特に天然照葉樹林 （ホル トノキ群落）に

おけるセンサス法の確立

目的 ；1974年，林試東北支場由井正敏氏によって「繁殖期における小鳥類の生息数調査法に関する研究」
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が報告された。この報告の対象とさオ1た小鳥類は主 として温帯の落葉樹林に生息する種類である。同氏の研

究による諸結果が，天然鼎菓樹林特にホル トノキ群落に生息する小鳥類の調査にも適合するか香かを知るの

が，主な目的であった。なお，昭和49（1974）年度年矧 こおいて，試験地をホルトノキ・タブノキ群系に属

すると書 いたが現在この地域はホル トノキ群落に入れられているので，今後，試験地はホル トノキ群落に属

するものとする。

方法 ：

1 ．試験地（図－19参照）

試験地は前年度報告したものとはぼ同じで，高知営林局清水営林署管内の足招山国有林の一部である。こ

の国有林は高知県西南地方，足摺半島の最先端に位置し，面積は約 32九の 標高は 60～167m の範囲にある。

この国有林の東側の25九αを試験地とした。試験地の中央には東南向きに谷があり渓流 となっている。この谷

によって試験地は大きな 2つの山塊にわかれている。
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既設の探鳥 コー ス

－・一 新設の調査コース

図－19 試験地の概要および調査コース

傾斜は0 ～ 5 度のところもあるが，40度程度のところもあり，平均15～20度である。植生はホル トノキ，

タブノキ等を優先種とする天然林で照葉樹林でも暖かい地方のものに入る。樹高の高いものは25m 程度に達

し，中層木および下層木の数も多 く，左右の見通せ る拒離は平坦なところで30m 前後である。部分的には二

次林になっているところもある。足摺山国有林全体は足摺大堂 自然休養林の申に含められ，試験地内には何

本かの探鳥，散歩コースが設けられている。二次林になっているところはこのコース沿いに多い0

本研究のための全地域をカバーする線センサスコースは，既設の探鳥，散歩コースを利用するほか，けも
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の道程度のコースを 2 本設けた。その結果，どく小部分（0．5九d程度）の観察半径は70m 程度になったが，

大部分の観察半径は50m 以内におさまった。

2 ．取 査 時 期

1 975年 5 月下旬および 6 月下旬の 2回で，調査は各回とも現地の日の出時間から開始 した。仝コースは約

4 ．6払，所要時間ほほば 3 時間であった（時速1．5払強）。

3 ．諏 査 且

5 月下旬 K ：50歳台

T ：40歳台

‘月下旬 T ：40歳台（上に同じ）

N ；20歳台

K は地方自治体の狩りよう，鳥獣保護業務担当者，その他はアマチュアの鳥類愛好家である。いずれも試

験地周辺の鳥類調査にかなりの休験を積んでいる。

以上の 3 名で計10回以上の調査を行った。但し，この中には降雨中におこなったものもある。

4 ．調 査 方 法

調査コースの25m おきに番号をつけた杭を立て，鳥の V isu a l，So ng，C all等があった場合，その 杭番号

を基準に烏の種類，羽数，方向，距離等を記録 した。

結果 ：（義一42参照）

表－42 高知営林局管内足摺山国有林試験地内の鳥類および，なわばり数（25んα，1975）

烏

ヒヨ ド リ

コゲ ラ

ウグイス

サンコウチ ョウ

ヤマガ ラ

シジ ュ ウカ ラ

コカ ワ ラ ヒ ワ

ァオゲラ

ハシブ トガ ラス

コジュケイ

ホオ ジ ロ

推定なわはり数

10′〉 1 4

7′〉 1 2

7′〉 8

6ノ〉 9

6′〉 9

5′〉 9

5

4

4

4

3

～

～

～

～

～

A

－

3

3

2

2

鳥名メジロ

トラツグ ミ

キジバ ト

トビ

キジ

フク ロ ウ

ホトトギス

エナガ

アオバ ト？

モズ ？

計（21種）

推定なわばり数

2′〉 3

1′〉 3

1ノ〉 2

1′〉 2

1′〉 2

＜ 1

＜ 1

＜ 1

＜ 1

＜ 1

6 6 ′～ 9 3

1 ．線センサスの結果をまとめ， 1／2500 地図を用いてなわばり記図をおこない，鳥の種類およびそれら

のなわばり数（推定）を求めた。それ らの結果 は上表のとおりである。多い種類はヒヨドリ，コゲラ，ウグ

イス，サンコウチョウ，ヤマガラ，シジュウカラ等であった。

ウグイスは試験地の境界 となっている林縁および その外側の疎林をなわばりとすることが 多かった。 昭

和45～46（1970～71） 年の林試東北支場滝沢試験地（28加） での調査例によると，観察された鳥の種類は

3 0，なわばり数は92～129であった。足摺山試験地の場合，広 さは滝沢試験地の場合と大差はない。しかし，

種類数およびなわばり数はそれぞれ20および70～90にすぎなかった。繁殖期における天然照葉樹林（特にホ

ルトノキ群落）の鳥類に対する環境容量が温帯落葉広葉樹林のそれに比べて少ないか等の問題は，今後さら

にデータを積み重ね検討する必要がある。

（ 寺下降喜代，五十嵐 豊）
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自記雨量計 肌（通巻）
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自記 温 度 計 Oe （通巻）
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昭和50（1975）年度における研究業績

分類

経営・ 経済

〝

測定

造 林

〝

〝

〝

〝

〝

土じ ょ う
肥料

〝

〝

〝

樹 病

題＿ 名

枝打の経済効果一国有林における 3例の
分析一

徳島県三好地域の林業坂興に関する地域
診断

デンドロメークー FP 15型による直径 と
樹高の測定について

間伐と非皆伐施業 一二段林移行を考え
た間伐一

別酎地方におけるヒノキ人工林の一次生
産量測定例

優良
術，定生産の技術と問題点 1．保育技に小径材生産の技打

スギ林の枝打強度と物質生産量

枝打管理図の作製

林木の生長に及ぼす人工庇陰の影響（ Ⅰ）
1 生長期間中のスギ苗木の庇陰下での生
長経過

ー7 5 －

著者 名

佐竹 和夫
吉田 実

都築 和夫
外10名

吉田 実

安藤 貴

宮本 倫仁
谷本 丈夫
安藤 貴

安藤 貴

安藤 貴

若妻

安藤

谷本

林内植物の養分吸収に関する研究 －ヤ
マモモ とヒサ カキ一

木質廃材の酸酵堆肥化に関する研究（Ⅶ）
山木質物および堆肥の生育阻害一

木質廃材の酸酵堆肥化に関する研究（Ⅷ）
－一・家畜排泄物処理と有効利用－

きゅう堆肥の生産利用からみた木質物類
（ おが くず，樹皮）の特性

暖地におけるスギ赤枯病菌の生態（Ⅴ）
異なる温度における分生胞子の形成

病虫 獣 書 鑑 定

国有 林 関 係

民有 林 関 係

針葉 樹

広葉 樹

その 他

1 9

6

1 3

1 2

5

2

（ キ ノ コ）

病 堂
口

1 5

2

1 3

1 2

横田
岩川
佐藤

佐藤

佐藤
岩川

佐藤

倫仁
丈夫

貴

文夫

志朗
雄幸

俊

俊

俊
幸堆

俊

寺下隆喜代

書名 巻号

日林 講

徳島 県

日林 関 西支講

林業 技 術

日林 講

山 林

日林 関 西支講

′′

日柑 誌

日 林講

〝

究研の産畜

社
Pじヽ

と防 除 指 導

害l 獣

0

0

ー

一
，

∈

．
．

8 6

2 6

4 0 1

8 6

1 0 9 7

2 6

′／

5 7胸

8 6

〝

′′

3 0（1 ）

5 7（川

年月

1 9 7 5． 8

1 9 7 5． 1 2

1 9 7 5 ． 1 0

1 9 7 5 ． 8

1 9 7 5 ． 8

1 9 7 5． 1 0

1 9 7 5 ． 1 0

〝〝

1 9 7 6 ． 1 2

1 9 7 5 ． 8

〝〝

′′ 〝

1 9 7 6 ． 1

1 9 7 5 ． 1 1

計

3 4

0

0

′
h
U

2

4

7

3

2
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整理
番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

1 8

1 9

2 0

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

2 8

2 9

3 0

3 1

3 2

3 3

3 4
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試験 地

試験 地 名

千本山収穫試験地

小屋敷山収穫試験地

滑床山ヒノキ人工林収穫試験地

滑床山スギ 〝 〝

一ノ谷山スギ 〝 〝

西又東又山スギ〝 〝

下る川山ヒノキ〝 〝

浅木原スギ 〝 〝

浅木原 ヒノキ 〝 〝

須川山 外国マツ造林試験地

松ノ州道ノ川谷山 〝 〝

円山 〝 〝

長谷山 アカシヤ類造林試験地

丸山 〝 〝

宇土の郷山アカマツ更新試験地

松ノ州道ノ川谷山次代検定試験
地

下る川山林地肥培試験地

平家山 〝 〝

黒森山連続施肥試験地

－の谷山成木施肥試験地

円山古畑施肥試験地

内原野苗畑 〝

北山古畑土壌改良試験地

陳山苗畑施肥試験地

北山マツカレハ発生消長調査試
験地
まつくい虫群集構造ならびに動
態調査屋島調査地

〝〝

〝臼薯山調査地
或ミ松山まつくい虫総合防除試験
地
火打が森山まつくい虫総合防除
試験地

名尻山 〝 〝

東祖谷山野ねずみ生息密度調査
地

相名山 〝 〝

大平山 〝 〝

谷楯山 〝 〝

研究 項

覧表

目

スギ天然生林の構造 と生長

〝〝

ヒノキ人工林の構造と生長

スギ 〝 〝

〝〝 〝

〝l 〝 〝

ヒノキ 〝 〝

スギ 〝 〝

ヒノキ 〝 〝

外国マツ類導入試験

〝〝

〝〝

合理的短期育成林業技術確立に
関する試験地

〝 〝■

アカマツ更新試験

スギの特性に関する研究

林地肥培体系化に関する研究

〝〝

〝〝

〝〝

百畑施肥に関する研究

〝〟’

甫畑土壊に関する研究

古畑施肥に関す る研究

マツカレハの発生消長調査

マツ類材線虫防除に関する研究

〝〝

マツ類穿孔虫防除試験

マツ類穿孔虫防除試験

／′ 〝

野ねずみの防除試験

〝

〝

〝

営林 署 林小 粧

魚梁 瀬

〝

宇和 島

〝

魚梁 瀬

〝

須崎

高松

〝

奈半 利

須崎

西条

／′

島

崎

山

瀬

粂

芸

山

栃

条

松

水

川

川

川

島

山

粂

山

〃

和

〃

〃

梁

宇

須

木

魚

西

安

本

大

西

高

清

窪

窪

窪

植

松

西

本

6 5 ．い

5 4 ．に

7 2 ．に

6 1 ．へ

1 0 0 ．ろ

1 2 8．ほ

1 5 ．ろ

5 5 ．い

5 5 ．t、

2 0 ．と

4 8 ．と

6 4 ．か

6 2 ．ほ

6 3 ．ろ

・ 5．い

4 8 ．い

1 5 ．い

9 7 ．ろ

9 8 ．い

1 0 1 ．い

円山苗畑

内原野 〝

北山 〝

陳山 〝

6 6 ． と

2 7．い

3 3 ．は

1 0 8 ．に

7 8 ．ろ

1 0 7 ．へ

8 ．

2 0外 3

9 ．

5 9外 1
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樹種

スギ ，ヒノキ ，

スギ ，ヒノキ ，
広葉樹

ヒノキ

スギ

モミ，ツガ

モミ，ツガ

〝

〝

ヒノキ

スギ

ヒノキ

スラ ッシュマ ツ，テーダマ
ツ

〝〝

スラ ッ シ ュマ ツ

フサアカシヤ

モリシ マ ア カ シ ヤ

フサアカシヤ

アカマツ， ヒノキ

スギ

スギ ， ヒノキ

スギ ， ヒノキ

スギ ，ヒノキ

スギ

スギ

〝

〝

〝

アカ マ ツ， ク ロマ ツ

ヤシ ャブシ

アカ マ ツ， ク ロマ ツ

クロ マ ツ

アカマツ， ヒノキ

アカマツ，スギ ，ヒノキ

アカ マ ッ

スギ， ヒノキ

〝

〝

〝

面積
た8

1 ．2 0

3 ．9 3

1 ．0 0

1 ．0 0

1 ．4 0

1 ．4 5

3 ．5 6

5 ．3 0

5 ．2 3

3 ．4 3

2 ．6 6

2 ．4 7

4 ．8 8

4 ．4 5

2 0 ．3 3

2 ．2 8

0 ．6 4

0 ．6 5

0 ．2 5

0 ．4 0

0 ．1 0

0 ．1 0

0 ．1 0

0 ．1 0

1 0 ．8 9

3 ．7 3

0 ．5 1

0 ．2 3

3 0 ．6 0

0 ．12

8 3 ．3 7

3 3 4 ．9 5

不明

1 6 0 ．6 7

設定
年度

大14

大14

昭6

〝6

〝3 4

〝3 5

〝3 6

〝3 9

〝3 9

〝3 5

〝3 5

〝3 5

〝3 7

〝3 7

〝4 1

〝3 6

〝3 1

〝3 1

〝3 4

〝3 8

〝2 9

〝3 2

〝3 3

〝3 7

〝4 0

〝3 9

〝4 0

〝4 1

〝4 1

〝4 1

〝3 5

〝3 S

〝3 5

〝3 5

終了
予定
年度

昭70

〝7 0

〝7 0

〝7 0

〝8 5

〝8 5

〝8 5

〝9 0

〝9 0

〝6 0

〝6 0

〝6 0

〝4 4

〝4 4

〝6 0

〝6 0

〝4 5

〝4 5

〝6 0

〝5 4

〝4 6

〝

〝

〝

昭4 7

〝5 4

〝5 4

〝5 0

〝5 0

〝5 0

〝5 4

〝5 4

〝5 4

〝5 4

調査 年 度

設定時より13回生長調査
4 2年度から椎樹と種子調査

〝〝

〝〝

設定後より8 回調査
5 年毎に調査する

〝8 回〝
〝〝

〝4 回〝

〝4 回〝

〝3 回〝

〝3 回〝

〝3 回〝

毎年 1 回調査
5 1年以後は 5年毎の調査

〝〝

〝〝

査

査

調
査
謁

期
詞
期

査
定
年
定

一

調

は

毎

は

回
降

で
降

1
以
ま
以

年
年
年
年

毎
47
42
43

毎年 1回調査

毎年調査

5 年毎調査

毎年調査

4 1，42，43，49年調査

4 1，42，43，49年 〝

4 1，42，43，50年 〝

4 1，42，43，50年 〝

毎年時期別 4 回調査

〝

〝

〝

昭和51年 4 月 1 日現在

由当
鮎l研究室

距離

1 0 5

1 0 5

1 7 5

1 7 5

1 0 5

1 0 5

7 0

1 7 0

1 7 0

6 5

5 0

1 8 0

〝

〝

1 9 0

5 0

7 0

5 5

5 5

1 0 5

1 8 0

5 0

5 0

2 0

1 8 0

1 6 0

1 6 0

7 0

7 0

7 0

1 3 0

1 2 0

1 5 0

6 0

経営

〝

〝

〝

〟’

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〟一

道林

〝

〝

経営

土せ
よつ

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

保護

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

－7 7 －

備考

昭44年の雪
害のため廃
止

〝

昭45年終了

〝

昭46年中止

〝

〝

〝

昭47年終了

課題を変更

〝

昭50年終了

〝

〝

昭42年廃止
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3 5

3 6

3 7

3 8

3 9

4 0

4 1

4 2

4 3

4 4

4 5

4 6

4 7

4 8

4 9

5 0

試
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究項 目 営林 署 林小 安E

中ノ川山スギ人工林収穫試験地

朴ノ川山施肥試験地

朴ノ川山中齢林〝

森ケ内山地力維持試験地

二段林造成試験地

奥足川山ヒノキ人工林収穫試験
地

寺川列状間伐試験地

下鷹山列状植栽試験地

西ノ川山ヒノキ人工林収穫試験
地
小田深山ヒノキ採取林施業試験
地

小田深山列状植栽試験地

小田深山スギ採取林施業試験地

松山スギ非皆伐人工更新試験地

松山ヒノキ 〝 〝

下る川山スギ人工林収穫試験地

十八川山 〝 〝

スギ人工林の構造 と生長

林地肥培体系化に関する研究

〝〝

金木集材の地力維持に及ぼす影
響
農林漁業における環境保全的技
術に関する総合研究

ヒノキ人工林の構造と生長

機械化を前提とした間伐試験

列状植栽試験

ヒノキ人工林の構造と生長

スギ，ヒノキ採取林の施業

列状植栽試験

スギ，ヒノキ採取林の施業

林内更新

〝

スギ人工林の構造と生長

〝〝

1 947（昭22）年12月 1 日

1 954（昭29）年 4 月 1 日

1 959（昭34）年 7 月 1 日

1 963（昭38）年 4月 9 日

1 964（昭39）年 3 月29日

1 964（昭39）年 4 月15 日

歴代の支場長名

初代 農林技官

2 代 〝

3 代 〝

4 代 〝

5 代 〝

6 代 〝

7 代 〝

8 代 〝

9 代 〝

1 0代 〝

1 1代 〝

1 2代 〝

本山

須崎

須崎

窪川

愛媛 県
久万 町

宿毛

高知

宿毛

西条

松山

松山

松山

松山

松山

須崎

清水

9 5．ろ

9 8 ．い

8 ．い

7 ．い

2 9 ．い

下畑野川お
よび不二峯

2 7 ．い

6 4 ．ぬ

5 0 ．い

2 0 ．ほ

6 0 ．い

5 8 ．い 2

6 5 ．い

い

い

い

ろ

は

5

7

5

－
ヽ
）

2

′
h
V

5

′
▲
U

1

7

沿革

大正試験地を併せ林業試験場高知支場発足，位置を高知市丸の内 9 ，高知営林局

構内に置く。

大正試験地を廃止。

林業試験場四国支場と改称。

高知営林局庁舎改築にともない仮庁舎の位置を高知市丸の内5 （旧農林省高知統

計調査事務所跡）に移す。

高知市朝倉丁915の新庁舎に移転。

落成式挙行。

人

彰

郎

堆

照

又

郎

堆

夫

二

孝

郎

太

芙

克

英

佐

録

秀

盈

英

義

秀

久

藤

井

治

川

井

山

辺

田

川

良

西

下

後

金

佐

中

長

片

渡

福

岩

奈

大

森

（ 16 4 7． 1 2． 1 ）

（ 19 4 8． 7 ． 1 6）

（ 19 4 9． 9 ． 3 0）

（ 1 9 5 2． 3 ．

（ 1 9 5 4． 6 ．

（ 19 5 6． 4 ．

（ 1 9 5 9． 7 ．

（ 19 6 6． 4 ．

（ 19 6 8． 3 ．

（ 1 9 7 1． 9 ．

（ 1 9 7 2． 4 ．

（ 1 9 7 3 ． 4 ．

3 1）

2 1）

1 6）

1 ）

1 ）

2 3）

1 6 ）

1 ）

1 ）
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樹種 面積
九¢

スギ

スギ

〝

〝

スギ ， ヒノキ

ヒノキ

〝

〝

〝

〝

スギ

〝

〝

ヒノキ

スギ

〝

7 ．3 6

－1．0 0

0 ．4 0

0 ．0 3

0 ．2 0

1 2．1 9

0 ．3 6

0 ．3 6

1 9 ．6 9

4 ．1 9

2 ．7 4

5 ．0 2

6 ．0 2

5 ．19

4 ．8 8

1 ．4 2

設定
年度

昭41

〝4 2

〝4 2

〝4 2

〝4 3

〝4 4

〝4 4

〝4 5

〝4 5

〝4 6

〝4 6

〝4 6

〝4 7

〝4 7

〝4 7

〝4 8

終了
予定
年度

昭90

〝4 7

〝5 6

〝5 1

〝5 3

〝9 3

〝5 4

〝8 4

〝9 5

〝5 5

〝5 5

〝5 5

〝6 年

〝6 6

〟9 6

〝9 7

調査 年 度 距離
l 血

5 年毎調査

毎年調査

〝

設定後 5 年間は毎年調査

毎年数回調査

5 年毎調査

設定後 5 年間は毎年調査

〝〝

5 年毎 に調査

毎年調査

設定後 5年間毎年調査

毎年調査

〝

〝

5 年毎調査

〝

職員 の 異 動

転出

5 0． 5． 1 津 代 常 男

5 0．11． 1 磯 村 雅 通

5 1． 8． 1 谷 本 文 夫

転入

5 0． 5． 1 篠 井 徳 男

採用

5 0． 4． 1 高 橋 来見男

5 0． 10． 16 中 田 雅 人

支場内のうごき

5 0． 4 ． 1 佐 竹 和 夫

5 0． 5 ． 1 高 橋 来見男

5 0． 11． 1 都 築 加 代

庶務 係 長

庶務課会計係

造林研究室

庶務 係 長

調査 室

庶務課庶務係

→

－→

－－－う■

く－－・・一一

経営研究崇主任研究官 →－

庶務課庶務係併任 く州－

庶務課会計係 く・－・・－－

6 5

5 0

担当
研究室

経営

土9
よつ

；： ぎ ：

〝

1

1 50 i経営

9 0

9 0

；： ！

9 0

造林

〝

・ 〝

〝

〝

7 0 ‡経営

1 4 0 i 〝

－7 9 －

備考

昭47年終了

昭50年終了

昭50年終了

本場総務部庶務課文書係長

本場総務部人事課職員係

本瘍造林部造林課植生研究室

本場総務部庶務課厚生係

経営研究室員

調査室員

庶務課庶務係
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林業 試 験 場 四 国 支 場 機 構

ー叫 課長補佐 斎 藤 五 郎

－t 庶 務 係

係長

－1会 計 係

係長

用度主任

ーI庶 務 課

課長 堆積 勝

（ 51年 8月 1 日現在）

一篠 井 徳 男

一中 田 雅 人

一高 橋 出 世

一浜 田 先 子（併）

一高 橋 来見男（併）

桓車重 車ニト
支場長 森下 義郎

調査 室

室長 窪田 四郎

経営 研 究 室

室長 都築 和夫

ーt造 林 研 究 室

室長 安藤 貴

保護 研 究 室

室長 寺下随喜代

土じょう研 究 室

室長 佐藤 俊

一下 山 歌 子

一浜 田 先 子

一西 村 寛

一都 築 加 代

一西 内 照 江

一門 田 良 夫

一高 橋 来見男

一書 田 夫（併）

一佐 竹 和 夫

一書 田 実

一宮 本 知 子

‾一‾‾‾¶l二芸芸冨 ≡

主任研究官

主任研究官

主任研究官

一越 智 鬼志夫

ー五十嵐

一横 田

一井 上

一岩 川

一書 田

旦
且

志朗

輝一郎

雄幸

桂子
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